
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
い

古
墳
時
代
馬
具
に
お
け
る
繋
の
基
礎
的
研
究
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片

山

健
太
郎

【
要
約
】
　
本
稿
で
は
古
墳
時
代
の
轡
や
杏
葉
、
雲
珠
や
辻
金
具
な
ど
を
連
結
し
、
馬
装
と
し
て
機
能
さ
せ
る
う
え
で
重
要
な
繋
と
よ
ば
れ
る
有
機
質
製
ス

ト
ラ
ッ
プ
に
つ
い
て
基
礎
的
整
理
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
繋
に
つ
い
て
の
認
識
が
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、
馬
具
研
究
の
狙
上
に
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
古
墳
出
土
の
金
属
製
馬
具
に
残
さ
れ
た
繋
の
観
察
に
基
づ
い
て
、
構
造
や
装
舗
技
法
の
点
か
ら
分
類
を
お
こ
な
っ
た
。

つ
い
で
、
ど
の
よ
う
な
馬
具
の
セ
ッ
ト
に
各
種
類
の
繋
が
確
認
で
き
る
か
検
討
を
お
こ
な
い
、
連
結
さ
れ
た
鏡
板
轡
や
杏
葉
な
ど
の
金
属
製
馬
具
の
編
年

に
基
づ
い
て
繋
の
時
間
的
消
長
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ま
た
、
鏡
板
轡
や
杏
葉
の
系
列
と
、
連
結
さ
れ
た
繋
の
種
類
と
の
問
に
相
関
が
あ
る
か
ど
う
か
を

検
討
し
、
繋
の
消
長
が
鏡
板
轡
や
杏
葉
な
ど
の
金
属
製
馬
具
の
消
長
と
も
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
繋
は
古
墳
時
代
馬
具
の
変
化
、
系
譜

問
題
、
舶
載
と
模
倣
の
プ
ロ
セ
ス
、
生
産
流
通
体
制
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
重
要
な
馬
具
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
九
巻
六
号
　
二
〇
…
六
年
【
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
古
墳
時
代
に
日
本
列
島
に
も
た
ら
さ
れ
た
馬
具
は
、
轡
や
鞍
、
鐙
な
ど
複
数
種
を
セ
ッ
ト
と
し
て
用
い
る
複
雑
な
器
物
で
あ
る
。
個
々
の
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

具
を
馬
体
に
装
着
す
る
際
に
重
要
な
役
割
を
損
う
の
が
本
稿
で
取
り
扱
う
「
繋
」
と
呼
ば
れ
る
有
機
質
製
ス
ト
ラ
ッ
プ
で
あ
る
。

繋
は
皮
革
な
ど
を
用
い
た
有
機
質
製
品
で
あ
る
た
め
、
日
本
列
島
の
古
墳
か
ら
良
好
な
状
態
で
出
土
す
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。
機
能
上
、



重
要
な
馬
具
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
資
料
と
し
て
の
認
識
、
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
原
因
は
こ
こ
に
あ
る
。
し
か
し
、
繋
に
限
ら
ず
、
織
物

や
木
材
、
皮
革
や
漆
な
ど
の
膚
機
質
素
材
と
金
属
素
材
を
組
み
合
わ
せ
て
つ
く
ら
れ
た
鞍
や
鐙
な
ど
に
つ
い
て
も
、
金
具
の
丹
念
な
観
察
と
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

析
を
す
れ
ば
、
有
機
質
素
材
の
種
類
や
構
造
に
関
す
る
多
く
の
情
報
を
引
き
出
せ
る
。
筆
者
も
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
繋
の
連
結
先
で
あ
る

金
属
製
馬
具
に
残
さ
れ
た
痕
跡
に
繋
の
構
造
や
材
質
、
大
き
さ
に
つ
い
て
の
情
報
を
探
り
た
い
。
ま
た
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
繋
は
個
々

の
馬
具
の
連
結
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
馬
具
の
セ
ッ
ト
が
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
重
要
な
手
掛
か
り

と
な
る
。
さ
ら
に
、
馬
具
の
特
徴
は
「
セ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
」
で
あ
る
か
ら
、
セ
ッ
ト
の
構
成
の
背
景
を
探
る
こ
と
は
個
々
の
馬
具
の
生
産
・

流
通
解
明
へ
の
糸
口
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
こ
こ
で
馬
具
の
部
分
名
称
と
繋
の
連
結
の
あ
り
方
を
示
し
て
お
く
（
図
1
）
。
馬
装
は
鞍
を
中
心
に
面
繋
、
胸
繋
、
尻
繋
の
三
繋
か
ら
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
る
。
三
繋
は
ス
ト
ラ
ッ
プ
で
あ
る
繋
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
面
繋
で
は
連
結
先
で
あ
る

古」責時代馬具における繋の基礎的研究（片山）

辻
占

図1　馬具の部分名称と繋の位置

　
　
　
　
　
⑤

鏡
板
の
吊
金
具
の
吊
手
や
辻
金
具
の
脚
部
に
お
い
て
繋
を
確
認
で
き
る
。
西
門
に
つ
い
て
も
同

様
に
連
結
先
で
あ
る
杏
葉
の
吊
金
具
の
吊
手
、
雲
珠
や
辻
金
具
の
脚
部
に
お
い
て
繋
を
確
認
で

　
⑥

き
る
。

　
ま
た
、
本
稿
で
は
繋
の
確
認
が
で
き
た
具
体
例
を
提
示
す
る
場
合
、
出
土
し
た
古
墳
名
を
用

い
る
。
複
数
セ
ッ
ト
が
出
土
し
、
報
告
書
や
資
料
紹
介
な
ど
で
セ
ッ
ト
名
が
付
い
て
い
る
場
合

は
そ
の
セ
ッ
ト
名
を
使
用
し
、
付
い
て
い
な
い
場
合
は
装
飾
性
の
高
さ
、
各
馬
旦
ハ
の
編
年
案
に

照
ら
し
て
古
い
も
の
か
ら
順
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
小
文
字
を
付
け
、
こ
れ
で
提
示
す
る
。
な
お
、

「
A
セ
ッ
ト
」
の
「
セ
ッ
ト
」
や
「
A
組
」
の
「
組
」
な
ど
は
省
略
す
る
。
帰
属
す
る
セ
ッ
ト

が
不
明
の
場
合
は
具
体
的
な
馬
具
の
種
類
を
提
示
す
る
。
本
稿
で
対
象
と
す
る
繋
が
連
結
さ
れ

る
馬
具
（
鏡
板
轡
、
杏
葉
、
雲
珠
、
辻
金
具
）
の
セ
ッ
ト
認
定
に
お
い
て
は
、
①
一
つ
の
セ
ッ
ト
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に
同
じ
役
割
の
馬
具
は
複
数
種
含
ま
れ
な
い
、
②
主
要
な
対
象
で
あ
る
装
飾
馬
具
で
は
鏡
板
轡
と
杏
葉
の
系
列
（
デ
ザ
イ
ン
の
違
い
）
の
認
識
が

セ
ッ
ト
の
認
識
上
重
要
で
あ
る
、
③
特
定
の
系
列
の
雲
珠
や
辻
金
具
と
特
定
の
系
列
の
鏡
板
轡
や
杏
葉
が
セ
ッ
ト
を
構
成
す
る
こ
と
が
多
い
、

と
い
う
三
つ
の
大
き
な
前
提
が
あ
る
。
本
稿
も
基
本
的
に
は
こ
れ
ら
の
前
提
に
立
ち
、
個
々
の
雲
珠
や
辻
金
具
に
つ
い
て
鏡
板
轡
や
杏
葉
と
の

セ
ッ
ト
関
係
を
想
定
す
る
。
対
象
と
す
る
繋
が
鏡
板
轡
や
杏
葉
の
吊
金
具
に
直
接
的
に
確
認
さ
れ
な
く
て
も
、
セ
ッ
ト
関
係
が
復
元
で
き
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

で
あ
れ
ば
、
先
の
セ
ッ
ト
関
係
復
元
の
前
提
①
～
③
に
基
づ
き
、
鏡
板
轡
や
杏
葉
の
系
列
を
も
っ
て
セ
ッ
ト
の
特
徴
を
示
す
。
ま
た
、
鏡
板
轡

や
杏
葉
、
雲
珠
や
辻
金
具
以
外
の
金
具
で
あ
っ
て
も
、
材
質
や
鋲
の
規
格
、
責
金
具
の
共
通
性
な
ど
か
ら
帰
属
す
る
セ
ッ
ト
が
判
明
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
ら
も
特
定
の
セ
ッ
ト
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
て
提
示
す
る
。
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①
　
　
「
セ
ッ
ト
」
と
い
う
用
語
を
馬
具
研
究
に
用
い
始
め
た
小
野
山
節
は
、
鏡
板
轡

　
や
杏
葉
、
雲
珠
や
辻
金
具
に
み
ら
れ
る
形
態
や
デ
ザ
イ
ン
、
部
品
の
共
通
姓
を
重

　
塾
し
て
、
【
つ
の
馬
装
を
構
成
す
る
た
め
の
各
種
馬
具
の
生
産
時
に
お
け
る
ま
と

　
ま
り
の
意
味
で
薦
い
た
。
小
野
山
節
「
馬
具
と
乗
馬
の
風
習
半
島
経
嘗
の
盛
衰
」

　
（
『
世
界
考
古
学
大
系
三
日
本
皿
』
　
｝
九
五
九
年
V
九
〇
頁
な
ど
。
し
か
し
、
以

　
降
の
馬
具
研
究
で
は
、
横
穴
式
石
室
な
ど
で
出
土
す
る
複
数
組
の
馬
具
を
整
理
し
、

　
同
時
に
用
い
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
を
復
元
す
る
の
に
「
セ
ッ
ト
」
と
い
う
屠
語
が

　
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
不
破
隆
「
馬
具
」
『
取
集
女
車
塚
輪
向
日
市
文
化
財

　
調
査
報
告
書
第
二
三
集
、
一
九
八
八
年
）
二
三
四
i
二
三
五
頁
な
ど
。
本
稿
で
は

　
後
者
の
意
味
で
門
セ
ッ
ト
」
を
使
呵
す
る
。
こ
の
周
法
は
宮
代
栄
一
に
よ
る
「
組

　
み
合
わ
せ
（
ア
セ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
）
」
に
ほ
ぼ
相
蛋
す
る
。
宮
代
栄
一
「
五
・
六
世

　
紀
に
お
け
る
馬
具
の
「
セ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
I
f
字
形
鏡
板
付
轡
・
鉄
製
楕
円

　
形
鏡
板
付
轡
・
剣
菱
形
杏
葉
を
中
心
に
一
」
（
『
九
州
考
古
学
睡
第
六
八
号
、
一

　
九
九
三
年
目
一
九
頁
。
鏡
板
轡
や
杏
葉
、
雲
珠
や
辻
金
具
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も

　
形
態
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
違
い
に
よ
る
分
類
の
単
位
が
、
生
産
上
の
何
ら
か
の
単

　
位
も
示
し
て
い
る
と
想
定
す
る
。
筆
者
は
こ
の
分
類
上
の
単
位
を
門
系
列
」
と
称

　
す
る
。

②
「
繋
」
と
い
う
用
語
に
よ
り
掻
繋
、
尻
繋
、
胸
繋
な
ど
三
二
を
構
成
す
る
ス
ト

　
ラ
ッ
プ
を
指
す
こ
と
は
日
本
、
韓
国
の
馬
具
研
究
者
の
一
部
で
は
定
着
し
て
い
る

　
が
、
有
職
故
実
で
は
、
「
繋
」
と
は
す
な
わ
ち
三
郎
も
し
く
は
こ
れ
を
構
成
す
る

　
衝
繋
・
尻
繋
・
胸
繋
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
筆
者
の
確
認
で
き
た
範
囲
で
最
初
に

　
本
稿
の
よ
う
な
用
い
方
を
始
め
た
の
は
宮
代
栄
一
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
「
古
墳

　
蒔
代
雲
珠
・
辻
金
具
の
分
類
と
編
年
」
欄
雇
本
古
代
文
化
研
究
臨
第
三
号
、
～
九

　
八
六
年
）
。
ま
た
、
本
稿
で
用
い
る
「
繋
」
の
音
読
み
は
v
け
い
」
と
さ
れ
る
こ

　
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
宮
代
は
「
古
墳
時
代
の
衝
繋

　
構
造
の
復
原
一
X
字
脚
辻
金
具
は
ど
こ
に
つ
け
ら
れ
た
か
一
」
魍
H
O
M
I

　
N
I
D
S
歯
肉
一
、
一
九
九
七
年
）
五
〇
頁
で
「
繋
（
が
い
）
偏
と
ル
ビ
を
振
っ

　
て
お
り
、
「
繋
扁
と
書
い
て
「
が
い
」
と
よ
む
こ
と
は
定
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

　
本
稿
で
も
こ
れ
に
従
う
。

③
諌
早
直
人
門
馬
具
の
有
機
質
－
七
観
古
墳
出
土
馬
具
の
分
析
結
果
か
ら

　
一
」
（
騨
七
観
古
墳
の
研
究
－
…
一
九
四
七
年
・
一
九
五
二
年
出
土
遺
物
の
再
検

　
討
－
匝
、
二
〇
一
四
年
）
。
鞍
に
つ
い
て
は
、
宮
代
栄
一
や
花
谷
浩
の
研
究
に
こ



　
の
よ
う
な
視
点
が
認
め
ら
れ
る
。
宮
代
栄
～
「
古
墳
時
代
金
属
装
鞍
の
研
究
－

　
鉄
平
金
銅
装
鞍
を
聖
心
に
1
漏
（
明
日
本
考
古
学
』
第
三
号
、
　
一
九
九
六
年
）
。

　
花
谷
浩
門
古
墳
疇
代
鞍
金
具
の
取
付
方
法
と
そ
の
変
化
に
つ
い
て
扁
（
糊
日
韓
古
代

　
に
お
け
る
埋
葬
法
の
比
較
研
究
』
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

④
面
繋
は
頭
絡
と
同
義
で
あ
る
が
本
稿
で
は
面
繋
を
用
い
る
。

⑥
吊
金
具
は
鉤
金
具
、
釣
香
金
具
、
立
聞
金
具
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
本
稿
で
は
吊

　
金
具
を
用
い
る
。

⑥
　
四
恩
碩
の
研
究
で
は
、
鞍
を
馬
体
に
固
定
す
る
た
め
の
腹
帯
を
含
め
て
繋
の
中

　
で
分
析
対
象
と
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
三
繋
を
構
成
す
る
ス
ト
ラ
ッ
プ
と
し
て

　
の
繋
の
み
を
対
象
と
す
る
。

⑦
こ
れ
に
関
連
し
て
、
繋
が
各
古
墳
の
各
セ
ッ
ト
の
三
思
の
う
ち
の
ど
の
馬
具
で

　
確
認
さ
れ
る
か
を
示
す
こ
と
は
手
続
き
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
基
本

　
的
に
は
三
々
の
区
別
を
重
視
し
な
い
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
一
つ
の
馬
装
に
お

　
い
て
、
複
数
種
の
繋
を
面
繋
、
尻
繋
な
ど
で
使
い
分
け
た
と
思
わ
れ
る
確
実
な
事

　
例
が
指
摘
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
一
の
馬
装
に
用
い
ら
れ
た
灘
繋

　
と
尻
池
で
あ
っ
て
も
、
繋
の
幅
の
違
い
が
想
定
さ
れ
る
事
例
は
古
川
匠
に
よ
っ
て

　
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
幅
の
違
い
の
あ
る
同
じ
種
類
の
繋
が
面
繋
と

　
尻
繋
に
そ
れ
ぞ
れ
用
い
ら
れ
た
資
料
の
存
在
に
は
同
意
す
る
。
古
川
旺
「
六
世
紀

　
に
お
け
る
装
飾
馬
具
の
「
畷
産
化
篇
に
つ
い
て
」
（
『
古
文
化
談
叢
葱
第
五
七
集
、

　
二
〇
〇
七
年
）
。

第
［
章
　
研
究
史
と
本
稿
の
視
点

古墳時代馬具における繋の基礎的研究（片111〉

t
　
研
　
　
究
　
　
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
②

　
繋
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
個
別
報
告
を
除
け
ば
、
千
賀
久
と
点
語
碩
に
よ
る
研
究
に
限
ら
れ
る
。
ま
ず
、
二
者
の
研
究
を
振
り
返
り
、
個
別

報
告
の
う
ち
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

（
a
）
千
賀
久
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
千
賀
久
は
古
墳
時
代
の
馬
具
の
「
革
帯
」
に
つ
い
て
、
「
布
張
り
の
革
帯
」
と
「
布
を
張
ら
な
い
革
帯
」
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
五
世
紀

末
か
ら
六
世
紀
の
大
和
の
古
墳
出
土
の
馬
具
に
多
く
用
い
ら
れ
た
の
は
「
布
張
り
の
革
帯
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
中
で
、
奈
良
県

藤
ノ
木
古
墳
の
唐
草
文
透
彫
心
葉
形
鏡
板
轡
と
棘
葉
形
杏
葉
か
ら
構
成
さ
れ
る
馬
具
A
に
は
「
布
を
張
ら
な
い
革
帯
偏
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
群
馬
県
綿
貫
観
音
山
古
墳
の
十
字
文
心
葉
形
鏡
板
轡
と
透
彫
心
葉
形
杏
葉
か
ら
構
成
さ
れ
る
馬
具
A
に
用
い
ら
れ
た
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繋
に
つ
い
て
も
同
様
に
「
布
を
張
ら
な
い
革
帯
」
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
新
羅
系
」
と
「
非
新
羅
系
」

の
各
系
譜
の
馬
具
の
一
群
が
、
「
革
帯
」
に
つ
い
て
も
異
な
っ
た
特
徴
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
た
。
ま
た
、
鏡
板
轡
や
杏
葉
そ
の
も
の

が
新
羅
圏
の
工
房
で
つ
く
ら
れ
た
の
な
ら
、
連
結
さ
れ
た
「
布
を
張
ら
な
い
革
帯
」
に
つ
い
て
も
新
羅
圏
の
工
房
で
の
製
品
と
考
え
た
。
こ
う

し
た
「
布
を
張
る
革
帯
」
と
「
布
を
張
ら
な
い
革
帯
」
の
二
者
の
存
在
に
関
し
て
は
、
皮
革
の
加
工
技
術
に
原
因
を
求
め
た
。
す
な
わ
ち
「
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
表
面
に
張
っ
た
も
の
な
の
で
、
革
の
表
面
処
理
の
不
十
分
さ
を
補
う
た
め
の
も
の
で
は
な
い
か
漏
と
考
え
た
。

（
b
）
李
恩
碩
の
研
究

　
二
恩
碩
は
古
代
北
東
ア
ジ
ア
の
繋
に
つ
い
て
基
礎
的
整
理
を
お
こ
な
っ
た
。
李
は
中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
、
韓
国
、
日
本
な
ど
の
紀
元
前
三
世
紀

か
ら
紀
元
後
八
世
紀
ま
で
の
繋
の
分
類
を
示
し
た
。
李
の
対
象
と
し
た
資
料
に
は
実
物
の
繋
の
ほ
か
に
、
伝
世
資
料
や
中
国
の
桶
、
韓
国
の
騎

馬
人
物
形
土
器
、
日
本
の
馬
形
埴
輪
に
表
現
さ
れ
た
繋
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
製
作
技
法
に
由
来
す
る
構
造
や
形
態
に
よ
り
A
～
H
の
九
型
式
に

分
類
し
、
繋
の
幅
に
基
づ
い
て
一
～
四
の
四
類
に
分
類
し
た
。

　
ま
た
、
九
型
式
の
う
ち
八
型
式
が
両
側
縁
を
折
返
し
、
中
央
で
縫
い
合
わ
せ
る
技
法
を
と
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
繋
の
幅
に
つ
い

て
も
考
察
し
、
晴
間
の
経
過
と
と
も
に
幅
広
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（
c
）
個
別
報
告
の
事
例

　
戦
前
に
お
い
て
も
、
繋
の
残
存
状
況
が
良
好
な
場
合
、
個
別
報
告
が
あ
る
。
福
岡
県
寿
命
王
塚
古
墳
a
例
（
十
字
文
楕
円
形
鏡
板
轡
と
三
葉
文

楕
円
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
）
は
、
繋
の
中
が
空
洞
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
布
」
を
芯
に
し
た
繋
で
あ
る
可
能
性
が
梅
原
末
治
・
小
林
行
雄
に
よ
り
指
摘

　
⑤

さ
れ
、
大
阪
府
海
北
塚
古
墳
b
例
（
十
字
文
心
葉
形
鏡
板
轡
の
祖
型
と
三
葉
文
心
葉
形
杏
葉
の
祖
型
の
セ
ッ
ト
）
は
、
辻
金
具
に
留
め
ら
れ
た
繋
が
皮

革
製
で
あ
る
こ
と
が
梅
原
に
よ
り
報
告
さ
れ
緬
・

　
戦
後
に
な
る
と
、
小
野
山
節
に
よ
り
神
奈
川
蒸
室
ノ
木
古
墳
B
（
双
葉
文
楕
円
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
〉
の
飾
金
具
に
残
る
痕
跡
か
ら
繋
は
「
布
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

丸
桁
帯
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
刊
行
さ
れ
た
東
京
国
立
博
物
館
の
目
録
で
は
、
こ
の
「
布
」
が
「
錦
」
と
の
報
告
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古墳時代馬具における繋の基礎的研究（片山〉

　
　
　
　
⑧

が
な
さ
れ
た
。
奈
良
県
石
光
三
八
号
墳
例
（
剣
菱
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
）
は
、
繋
の
飾
金
具
の
縁
に
撚
紐
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
革
自
体
が
麻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

布
で
包
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
角
山
幸
洋
に
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　
一
九
八
0
年
代
以
降
に
な
る
と
、
千
葉
県
江
子
田
金
環
塚
古
墳
例
（
f
字
形
鏡
板
轡
と
鐘
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
）
は
、
雲
珠
や
辻
金
具
の
裏
面
の

写
真
が
掲
載
さ
れ
、
繋
の
留
め
ら
れ
た
状
況
や
「
皮
紐
」
を
「
布
」
で
包
む
技
法
、
そ
の
「
布
」
を
綴
じ
た
「
紐
状
の
部
分
」
に
つ
い
て
も
報

　
　
　
　
　
⑩

告
が
な
さ
れ
た
。
滋
賀
県
鴨
稲
荷
山
古
墳
例
（
十
字
文
楕
円
形
鏡
板
轡
と
三
葉
文
心
葉
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
）
の
再
報
告
で
は
、
鏡
板
や
杏
葉
、
雲
珠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

や
辻
金
具
に
残
さ
れ
た
繋
が
「
細
い
革
紐
を
交
互
に
組
あ
げ
た
も
の
」
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
島
根
島
上
塩
冶
築
山
古
墳
A
例
（
透
十

字
文
心
葉
形
鏡
板
轡
と
透
心
葉
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
）
は
、
松
尾
充
晶
に
よ
り
皮
革
製
の
繋
の
縁
を
飾
る
「
組
紐
」
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
、
こ
の
技
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
た
。
愛
知
県
豊
田
大
塚
古
墳
の
無
脚
雲
珠
に
関
し
て
は
、
初
村
武
寛
に
よ
り
付
着
し
た
有
機
質
が
獣
毛
で
あ
る
と
の
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

察
結
果
が
示
さ
れ
、
毛
皮
を
用
い
た
繋
の
存
在
が
想
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
保
存
処
理
等
に
伴
っ
て
繋
に
関
係
す
る
有
機
質
の
顕
微
鏡
観
察
な

ど
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
滋
賀
県
田
中
三
六
号
墳
A
例
（
鐘
形
鏡
板
轡
の
セ
ッ
ト
）
の
報
告
で
は
、
山
岡
奈
美
恵
に
よ
り
鏡
板
吊
金
具
や
辻
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

具
に
付
着
し
た
繋
に
関
係
す
る
「
繊
維
製
品
」
に
つ
い
て
、
顕
微
鏡
観
察
に
よ
る
織
密
度
、
筋
組
織
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
愛
知
県
馬
越
長
火

縄
古
墳
例
（
環
状
鏡
板
轡
と
棘
葉
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
か
）
は
、
山
田
卓
司
・
小
村
眞
理
に
よ
り
雲
珠
や
辻
金
具
の
脚
に
つ
い
て
、
走
査
電
子
顕
微
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

な
ど
を
用
い
た
観
察
が
お
こ
な
わ
れ
、
皮
革
馬
繋
に
伴
う
組
紐
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
、
色
調
や
組
み
方
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

2
　
問
題
点
と
本
稿
の
視
点

　
研
究
史
を
概
観
し
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
な
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。
千
賀
の
指
摘
す
る
「
布
を
張
る
革
帯
」
と
「
布
を
張
ら
な
い
革
帯
」
を

採
用
す
る
馬
具
の
具
体
例
の
提
示
は
、
奈
良
県
を
中
心
と
す
る
わ
ず
か
な
事
例
に
限
ら
れ
る
た
め
、
全
国
的
な
資
料
の
観
察
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
う
え
で
繋
の
状
態
が
良
好
な
例
に
基
づ
い
て
全
体
的
な
構
造
を
復
元
し
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
複
数
種

類
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
属
性
に
基
づ
い
た
分
類
と
編
年
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
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本
稿
で
扱
う
繋
は
、
基
本
的
に
皮
革
を
本
体
に
用
い
た
も
の
に
限
る
。
た
と
え
ば
、
古
墳
出
土
品
で
も
群
馬
県
し
ど
め
塚
古
墳
の
環
形
繋
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

金
具
に
「
紐
を
編
み
込
ん
で
作
ら
れ
た
布
製
」
の
繋
の
存
在
を
示
唆
す
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
、
古
代
中
世
の
寺
社
伝
世
の
装
飾
馬
具
で
は
皮

革
を
用
い
な
い
繋
も
多
数
存
在
す
る
。
し
か
し
、
古
墳
時
代
の
馬
旦
ハ
に
関
し
て
は
現
段
階
で
は
し
ど
め
塚
の
事
例
に
限
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
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①
千
賀
久
「
馬
具
に
豆
粥
さ
れ
た
革
帯
　
藤
ノ
木
古
壊
金
銅
製
馬
具
の
特
殊
性

　
i
」
（
㎎
古
代
学
研
究
臨
第
一
八
○
暑
、
二
〇
〇
八
年
）
。

②
李
恩
怨
「
エ
四
蛭
藻
叫
層
理
刈
（
繋
）
輔
豊
磐
難
敵
」
（
『
中
央
考
古
研
究
』

　
第
＝
号
、
二
〇
＝
一
年
）
。

③
瞥
布
」
は
一
般
的
に
植
物
繊
維
に
よ
る
織
物
の
こ
と
を
さ
す
が
、
千
賀
は
こ
の

　
点
に
つ
い
て
は
罷
別
を
し
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

④
強
弩
は
「
馬
具
に
使
用
さ
れ
た
革
帯
…
藤
ノ
木
古
墳
金
銅
製
馬
具
の
特
殊
性

　
－
扁
（
前
掲
）
、
二
〇
三
－
二
〇
四
頁
の
中
で
、
藤
ノ
木
古
墳
の
馬
具
A
に
伴
う

　
董
鐙
に
使
わ
れ
た
皮
革
に
つ
い
て
も
「
布
張
り
で
な
」
い
皮
革
で
あ
る
こ
と
を
指

　
摘
し
て
お
り
、
千
賀
の
主
張
は
繋
に
関
し
て
だ
け
で
は
な
い
点
に
注
意
を
し
て
お

　
く
必
要
が
あ
る
。

⑤
梅
原
宋
治
・
小
林
行
雄
「
発
見
の
遺
物
扁
（
明
筑
前
国
嘉
穂
郡
王
塚
装
飾
古
墳
隔

　
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
考
学
研
究
室
報
告
第
一
五
慨
、
｝
九
三
九
年
）
四
八
頁
。

⑥
梅
原
末
治
「
摂
津
福
井
の
海
北
塚
古
墳
」
（
『
近
畿
地
方
古
墳
墓
の
調
査
』
日
本

　
古
文
化
研
究
所
報
告
第
四
、
一
九
三
七
年
）
六
三
頁
。

⑦
小
野
山
節
「
鐘
形
装
飾
付
馬
具
と
そ
の
分
布
」
（
『
M
U
S
E
U
M
漏
恥
三
三
九
、

　
～
九
七
九
年
）
九
！
一
〇
頁
。

⑧
村
井
山
品
雄
・
亀
井
正
道
『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録
古
墳
遺
物
篤
関
東
－
輪

　
（
…
九
八
○
年
〉
　
八
三
頁
。

⑨
角
山
幸
洋
「
石
光
山
八
号
墳
の
馬
具
付
着
織
物
片
の
観
察
所
見
扁
（
噛
葛
城
・
石

　
光
山
古
墳
群
㎞
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
三
一
冊
、
一
九
七
六

　
年
）
四
七
〇
1
四
七
一
頁
。

⑩
永
沼
律
朗
「
馬
具
」
（
『
上
総
江
子
国
金
環
塚
古
墳
』
一
九
八
五
年
）
二
ニ
ー
二

　
七
頁
。

⑪
岡
安
光
彦
は
鉄
製
環
状
鏡
板
轡
の
立
聞
孔
の
変
化
か
ら
組
緒
の
「
大
総
駄
の
存

　
在
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
瞬
安
光
彦
「
い
わ
ゆ
る
「
纂
録
の
轡
」
に
つ
い

　
て
I
I
・
環
状
鏡
板
付
轡
の
型
式
学
的
分
析
と
編
年
i
」
（
欄
日
本
古
代
文
化
研

　
究
輪
創
刊
号
、
一
九
八
四
年
）
　
一
〇
〇
－
一
〇
一
頁
。

⑫
森
下
章
司
・
高
橋
克
講
・
吉
井
秀
夫
「
副
葬
品
の
再
検
討
」
（
騨
琵
琶
湖
周
辺
の

　
六
世
紀
を
探
る
駈
、
一
九
九
五
年
）
六
八
頁
。
た
だ
し
、
註
に
よ
れ
ば
、
「
松
尾
充

　
重
氏
の
指
摘
に
よ
る
」
も
の
で
あ
る
。

⑬
松
尾
充
品
「
馬
具
」
（
『
上
塩
冶
築
山
古
墳
の
研
究
㎞
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン

　
タ
…
調
査
研
究
報
告
四
、
一
九
九
九
年
）
八
七
－
八
九
頁
。

⑭
初
村
武
寛
「
豊
田
大
塚
古
墳
出
土
雲
珠
と
胡
錬
金
具
に
伴
う
有
機
質
の
調
査
」

　
（
『
豊
田
市
郷
土
資
料
館
だ
よ
り
幽
漁
七
〇
、
二
〇
一
〇
年
）
六
－
七
頁
。

⑮
　
山
霊
奈
美
恵
「
田
中
三
六
号
墳
出
土
馬
具
付
着
の
繊
維
製
品
に
つ
い
て
」
（
噸
田

　
申
三
六
号
発
掘
調
査
報
告
隔
高
島
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
四
集
、
二
〇
一
〇

　
年
）
　
五
山
バ
ー
五
八
百
ハ
。

⑯
山
田
卓
司
・
小
村
眞
理
「
金
銅
装
馬
具
を
科
学
す
る
偏
（
『
黄
金
の
世
紀
臨
、
二

　
〇
＝
年
）
一
五
三
－
一
五
四
頁
。

⑰
　
外
山
政
子
・
佐
藤
信
孝
「
し
ど
め
塚
古
墳
」
（
『
榛
名
町
誌
㎞
資
料
編
一
、
二
〇

　
一
〇
年
）
入
三
四
－
八
三
五
頁
。
な
お
、
「
革
帯
」
で
は
な
く
、
「
繋
」
と
い
う
用

　
語
を
用
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
本
体
が
皮
革
製
以
外
の
繋
の
存
在
を
考
慮
に
入

　
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。



第
二
章
　
構
造
・
装
飾
か
ら
み
た
繋

1
　
繋
　
の
　
観
察

古墳時代馬具における繋の基礎的研究（片山）

　
繋
の
分
類
に
あ
た
っ
て
は
、
繋
本
体
の
構
造
と
表
面
の
装
飾
技
法
が
注
目
す
べ
き
重
要
な
属
性
で
あ
る
。

（
a
）
繋
本
体
の
素
材
と
構
造

　
繋
と
し
て
一
般
的
な
も
の
は
、
一
枚
の
幅
広
の
帯
状
の
皮
革
の
両
側
縁
を
折
返
し
、
中
心
で
つ
き
合
わ
せ
、
縫
っ
て
筒
状
に
し
た
も
の
で
あ

る
。
要
事
辻
金
具
の
脚
部
や
、
鏡
板
や
杏
葉
の
吊
金
具
な
ど
で
観
察
で
き
る
。
繋
の
横
断
面
を
観
察
す
る
と
、
上
下
二
層
の
皮
革
が
重
な
っ
て

い
る
様
子
が
見
え
、
上
下
二
層
が
一
連
の
皮
革
で
あ
る
場
合
は
こ
の
折
返
繋
と
判
断
で
き
る
（
図
4
i
l
、
破
線
）
。
多
く
の
場
合
、
合
わ
せ
目

の
縫
い
は
表
側
で
あ
る
金
具
に
接
す
る
側
で
見
ら
れ
る
の
で
、
二
層
の
皮
革
の
う
ち
裏
側
の
皮
革
の
残
り
が
良
い
も
の
で
は
観
察
が
困
難
で
あ

る
。
し
か
し
、
繋
の
表
面
し
か
残
っ
て
い
な
い
例
（
図
4
1
2
、
矢
印
）
や
、
ま
た
合
わ
せ
目
を
裏
側
に
し
た
例
に
関
し
て
は
、
そ
の
縫
い
を
確

認
で
き
る
（
図
5
－
7
、
矢
印
）
。
な
お
、
折
返
し
て
筒
状
に
し
た
繋
の
内
部
に
織
物
を
入
れ
た
事
例
が
大
韓
民
国
（
以
下
韓
国
）
高
霊
郡
池
山
洞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
号
墳
無
毒
a
例
（
f
字
形
鏡
板
轡
と
鈴
付
剣
菱
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
）
で
確
認
で
き
る
（
図
2
）
。

rol
ee

f．e 0　ll．e．　一Q，

o

　0　　　　　　亘：4　　　　10cm

　O　1：2　5cm
1・2　池山洞44号墳主榔a

図2　織物芯繋実測図

　　　（1はS＝1／4、

　　　2はS＝1／2）

　
一
方
、
皮
革
紐
を
何
本
か
用
い
て
組
緒
状
に
し
た
も
の
が
あ
る
。
折
返
繋
に
比
べ
て
残
り

の
悪
い
資
料
が
多
い
が
、
雲
珠
や
辻
金
具
の
脚
部
、
吊
金
具
の
裏
面
の
綾
杉
状
の
凹
凸
の
観

察
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
（
図
4
1
3
・
4
、
矢
印
）
。
用
い
た
紐
の
本
数
や
製
作
方
法
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

不
明
な
点
も
多
い
が
、
平
面
で
綾
杉
が
確
認
で
き
る
も
の
は
こ
の
組
緒
繋
で
あ
る
。
革
紐
の

幅
は
約
四
㎜
程
度
で
、
厚
み
の
わ
か
る
も
の
で
二
～
三
㎜
程
度
で
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
全
体
の
構
造
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
脚
雲
珠
で
は
獣
毛
の
残
る
毛
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③

皮
を
用
い
た
繋
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
（
図
3
）
。
無
脚
雲
珠
の
使
用
方
法
を

考
え
る
と
、
鉢
の
中
心
か
ら
見
て
放
射
状
に
繋
が
配
置
さ
れ
る
。
実
際
に
裏
面

を
観
察
す
る
と
獣
毛
の
単
位
が
放
射
状
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
繋
の
表
面
に

獣
毛
が
残
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
（
図
4
1
5
）
。
こ
れ
ら
は
毛
皮
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
組
緒
で
は
な
く
、
折
返
繋
な
ど
の
幅
広
の
繋
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

（
b
）
繋
表
面
の
装
飾
技
法

　
繋
は
個
々
の
馬
旦
ハ
の
連
結
の
機
能
を
果
た
す
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
自
体
が
装

飾
馬
具
の
一
部
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
種
々
の
装
飾
技
法
が

認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
確
認
で
き
た
各
種
の
装
飾
技
法
に
つ
い
て
概
観
し

て
お
く
。
な
お
、
以
下
で
あ
げ
る
技
法
は
い
ず
れ
も
現
状
で
は
折
返
繋
に
の
み

認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
織
物
巻
　
千
賀
の
研
究
を
は
じ
め
、
多
く
の
個
別
報
告
に
よ
り
、

て
い
る
。
こ
の
技
法
を
織
物
巻
と
す
る
。
皮
革
製
の
繋
本
体
は
、

な
ど
を
見
る
限
り
、
折
返
繋
で
あ
る
。
ま
た
、

合
わ
せ
目
が
見
え
な
い
。
織
物
の
巻
き
付
け
方
、
綴
じ
方
は
不
明
で
あ
る
が
、

せ
た
と
思
わ
れ
る
例
も
存
在
す
る
。

　
繋
の
残
存
状
況
が
悪
い
も
の
で
は
、
雲
珠
や
辻
金
具
の
脚
、

く
の
場
合
、
織
物
巻
を
施
し
た
折
返
繋
と
み
て
よ
い
。

1

妙eq／y．

　　匪毛皮

◎
　
　
饗
　
．

産
ド
＼

、

一一

＼
一

、
　
．
「

2

g
g
又
＼
り
7
一

、

　　彫
Q，A．）

ov一

O　1：4　10cm
　　　　1豊田大塚古墳　2　めんぐろ古墳

　　　ec　3　毛皮繋実測図（S＝1／4）

　
　
　
　
　
　
　
　
皮
革
製
の
繋
本
体
に
織
物
を
巻
き
付
け
た
も
の
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
江
子
田
金
環
塚
古
墳
例
（
図
4
1
1
、
矢
印
が
織
物
、
破
線
は
前
述
の
折
返
繋
）

織
物
巻
は
折
返
繋
の
合
わ
せ
縫
い
を
し
た
の
ち
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、
外
面
で
は
繋
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
述
す
る
よ
う
に
縁
飾
に
よ
り
巻
き
付
け
た
織
物
を
綴
じ
合
わ

吊
金
具
の
吊
手
に
織
物
が
付
着
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
多
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古墳時代馬具における繋の基礎的研究（片山）

　
ま
た
、
織
物
の
素
材
、
織
組
織
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の
報
告
が
あ
る
。
石
光
山
八
号
墳
例
で
は
、
平
織
の
麻
布
で
織
密
度
は
一
㎝
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

経
九
～
～
○
本
、
緯
六
～
八
本
で
、
繊
維
は
S
撚
り
の
直
径
○
・
五
～
｝
㎜
と
さ
れ
る
。
室
ノ
木
古
墳
B
例
で
は
、
方
形
繋
飾
金
具
に
平
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

事
事
が
付
着
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
る
。
栃
木
県
中
山
古
墳
例
（
十
字
文
楕
円
形
鏡
板
轡
と
三
鈴
杏
葉
の
セ
ッ
ト
）
で
は
、
辻
金
具
に
残
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

織
物
は
、
経
、
緯
と
も
一
㎝
あ
た
り
二
〇
～
三
〇
本
程
度
の
細
か
い
織
目
で
、
平
織
と
は
断
言
で
き
な
い
と
い
う
。
田
中
三
六
号
墳
a
例
の
雲

珠
や
辻
金
具
で
は
、
一
㎝
あ
た
り
の
織
密
度
が
三
〇
x
三
〇
本
の
も
の
と
三
〇
×
二
〇
本
の
も
の
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
平
織
で
、
糸
に
撚
り
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

見
ら
れ
な
い
と
報
告
す
る
。

　
実
見
し
た
な
か
で
は
、
江
子
烏
金
環
塚
古
墳
例
（
図
4
1
6
）
、
大
阪
府
牛
石
七
号
墳
a
例
（
f
字
形
鏡
板
轡
と
剣
菱
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
）
、
滋
賀

県
山
津
照
神
社
古
墳
a
例
（
十
字
文
楕
円
形
鏡
板
轡
と
三
葉
文
楕
円
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
、
図
4
1
7
）
、
千
葉
県
等
等
一
号
墳
例
（
鐘
形
鏡
板
轡
の
セ
ッ

ト
）
、
奈
良
県
市
尾
墓
山
古
墳
a
・
b
例
な
ど
で
、
比
較
的
残
り
の
よ
い
織
物
を
観
察
で
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
経
糸
が
緯
糸
三
本
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

度
を
飛
び
越
え
て
織
ら
れ
て
い
る
状
況
を
確
認
で
き
た
。
こ
の
織
組
織
は
粗
糠
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
糸
は
い
ず
れ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

撚
り
が
確
認
で
き
ず
、
絹
を
用
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
奈
良
県
牧
野
古
墳
A
（
三
葉
文
心
葉
形
鏡
板
轡
と
三
葉
文
心
葉
形
杏
葉
の
セ
ッ

ト
、
図
4
…
8
）
で
は
、
辻
金
具
と
多
角
形
繋
飾
金
具
に
織
物
を
確
認
で
き
る
が
、
織
目
を
も
つ
平
絹
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
織
密
度
に
つ
い
て
は
、
経
錦
と
思
わ
れ
る
江
子
田
金
環
塚
古
墳
例
で
一
㎝
あ
た
り
経
三
四
本
、
緯
二
六
本
で
あ
る
。
ま
た
、
山
津
照
神
社
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

墳
a
例
で
経
四
二
本
、
緯
二
四
本
目
あ
る
。
ま
た
、
箴
目
の
平
絹
と
思
わ
れ
る
牧
野
古
墳
A
例
で
は
、
繋
目
一
入
り
で
、
経
三
六
本
、
緯
～
八

本
で
あ
る
。
現
段
階
で
は
資
料
数
が
少
な
い
が
、
今
後
、
織
密
度
や
織
り
方
の
違
い
に
よ
り
用
い
ら
れ
た
織
物
を
分
類
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
ふ
ち
か
ざ
り
⑮

　
耳
飾
　
再
思
は
繋
の
側
縁
に
観
察
さ
れ
る
太
さ
三
㎜
程
度
の
一
見
し
て
組
紐
状
の
装
飾
で
あ
る
。
日
本
列
島
の
古
墳
時
代
の
馬
具
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
⑲

繋
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
に
鞍
の
磯
金
具
の
下
縁
部
や
花
弁
形
杏
葉
の
縁
部
に
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
馬
具
以
外
で
は
胡
籐
や
靱
の
金
具
の
縁

部
に
も
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
古
墳
時
代
後
半
期
の
金
属
製
部
品
と
有
機
質
素
材
か
ら
な
る
複
合
素
材
手
工
業
製
品
に
共
通
し
て
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

い
ら
れ
る
装
飾
技
法
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
縁
飾
は
馬
具
や
胡
籐
に
お
い
て
、
古
く
か
ら
認
識
さ
れ
て
き
た
が
、
同
一
資
料
に
つ
い
て
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1折返の技法． ]芋田金曜場こ舌墳　矢印は織物

3二畝組緒繋（矢印）　堀ノ内13号墳

5毛皮繋　四ッ手山古墳

2折返繋の表面側の合わせ目（矢印）江子田金

環塚古墳

　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　ユ　　　　　　、　　＼　　　　　　．　　　　　臥

　　　　　　　　　　　　錬．噛
　　　　藪．　　　醐・施馳

4四畝組緒繋（矢印）示石橋愛宕塚古墳、

灘灘鐡禦　　　『
6織物巻の織組織1 ]子田金環塚古墳（上下が
経方向）

7織物巻の織組織　山津照神社古墳a（上下が　　　8織物巻の織組織
経方向）矢印は縁飾

6～8スケールは5mm

　　　　　　　　　　　　　　　図4繋の構造と装飾（1）

牧野古墳A（上下が経方向）
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古墳時代馬具における繋の基礎的研究（片山）

勲．

1縁飾と織物巻　江子田金環塚古墳（2の表面）

3革紐補助縫繋（矢印が革紐補助縫繋）

竹原古墳b

5部分的な別材巻繋　綿貫観音山古墳A

2縁飾と織物巻　江子田金環塚古墳（1の裏面）

4別材巻繋　竹原古墳a

6装飾紐付繋（矢印が装飾紐）　珠城山3号墳

8素繋の漆塗（矢印）倭文1号墳

図5繋の構造と装飾（2）
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技法の分類

別造縫付技法刺繍技法

見かけ上の分類（平面）

垂直型　　　　　　　　　斜行型

　　図6　縁飾技法の分類

飾
に
よ
っ
て
綴
じ
合
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

を
側
縁
部
で
つ
ま
み
だ
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
用
い
ら
れ
た
糸
に
つ
い
て
は
、
残
り
の
よ
い
江
子
田
金
環
塚
古
墳
例
で
は
、
二
本
程
度
を
撚
り
合
わ
せ
た
か
、
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
縁
飾

を
構
成
す
る
糸
に
は
撚
り
が
認
め
ら
れ
ず
、
絹
の
可
能
性
が
あ
る
。

　
縁
飾
の
色
調
は
福
井
県
十
善
の
森
古
墳
a
例
（
鈴
付
内
湾
楕
円
形
鏡
板
轡
と
鈴
付
剣
菱
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
）
や
山
津
照
神
社
古
墳
a
例
（
図
4
－
7
、

矢
印
が
縁
飾
）
、
新
七
一
号
聖
母
な
ど
で
や
や
赤
み
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
染
色
さ
れ
た
糸
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
補
助
縫
　
折
返
繋
の
中
央
で
の
縫
い
合
わ
せ
に
加
え
て
、
重
な
っ
た
皮
革
を
幅
広
の
紐
で
縫
い
綴
じ
る
技
法
で
、
表
裏
に
縫
い
目
が
出
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

こ
の
技
法
に
つ
い
て
は
す
で
に
李
恩
碩
に
よ
る
復
元
が
あ
る
。
報
恩
碩
は
、
折
返
繋
に
不
可
欠
の
中
央
で
の
縫
い
合
わ
せ
と
は
別
の
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

も
観
察
者
に
よ
り
縁
飾
技
法
の
認
識
は
異
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は
、
先
行
研
究
の
技
法
に

つ
い
て
の
認
識
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
技
法
か
ら
刺
繍
技
法
と
別
造
縫
付
技
法
の
二
種
類

に
大
別
し
、
見
か
け
か
ら
垂
直
型
と
斜
行
型
の
二
種
類
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

　
　
　
㊧

え
て
い
る
（
図
6
）
。
馬
具
の
繋
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
見
か
け
上
で
は
観
察
で
き
た
多

く
の
資
料
に
お
い
て
斜
行
型
で
あ
る
。
江
子
田
金
環
一
一
旧
例
の
縁
飾
は
織
物
巻
と
合
わ

せ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
縁
飾
が
織
物
に
付
着
し
た
ま
ま
皮
革
二
巴
本
体
か
ら
剥
離

し
た
小
片
は
、
縁
飾
の
技
法
を
推
定
す
る
う
え
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
（
図
5
1
1
・
2
）
。

表
面
を
見
る
と
縁
飾
は
斜
行
型
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（
図
5
i
l
）
。
本
来
皮
革
製

の
折
返
繋
本
体
が
あ
っ
た
内
面
を
見
る
と
（
図
5
1
2
）
、
こ
の
斜
め
の
糸
が
そ
の
ま
ま
織
物

に
入
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
で
き
、
刺
繍
技
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し

か
し
、
内
面
で
見
る
と
縁
飾
の
部
分
で
は
織
物
は
谷
状
に
な
り
、
一
見
二
枚
の
織
物
が
縁

　
⑭

　
　
　
こ
の
こ
と
か
ら
、
縁
飾
を
施
す
に
あ
た
っ
て
、
皮
革
製
繋
本
体
に
巻
き
付
け
た
織
物
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古墳時代馬具における繋の基礎的研究（片山）

な
縫
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
繋
の
補
強
の
た
め
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
で
も
こ
れ
に
従
い
、
こ
の
技
法
を
補
助
縫
と
呼
称
す

る
。
補
助
縫
に
は
、
皮
革
紐
と
組
紐
を
用
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
前
者
は
日
本
列
島
で
は
福
岡
県
竹
原
古
墳
b
例
（
十
字
文
心
葉
形
杏
葉
の
セ
ッ

ト
）
や
持
田
五
六
号
墳
例
（
透
十
字
文
心
葉
形
鏡
板
轡
の
祖
型
と
忍
冬
楕
円
文
心
葉
形
杏
葉
の
祖
型
の
セ
ッ
ト
）
、
後
者
は
藤
ノ
木
古
墳
A
例
の
み
で
し

か
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　
藤
ノ
木
古
墳
A
例
で
は
幅
の
あ
る
組
紐
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
補
助
縫
の
機
能
と
し
て
は
、
繋
の
縫
い
合
わ
せ
を
強
固
に
す
る
ほ
か
に
、

装
飾
と
し
て
の
機
能
も
考
え
ら
れ
る
。
紐
が
皮
革
紐
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
李
恩
碩
は
天
馬
塚
の
事
例
を
も
と
に
、
繋
本
体
が
褐
色
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
補
助
縫
紐
は
里
…
褐
色
で
あ
り
、
染
色
な
ど
に
よ
っ
て
装
飾
性
を
高
め
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
筆
者
が
確
認
し
た
竹
原
古
墳

b
例
で
も
、
褐
色
の
繋
本
体
に
対
し
て
、
黒
褐
色
の
皮
革
紐
で
補
助
縫
が
施
さ
れ
て
お
り
、
染
色
に
よ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
（
図
5
－
3
、
矢

印
）
。

　
別
重
池
　
折
返
し
て
筒
状
に
し
た
皮
革
製
の
繋
（
素
馨
に
該
当
）
本
体
に
、
同
程
度
の
厚
み
の
あ
る
劉
材
を
巻
き
付
け
る
技
法
で
あ
る
。
巻

き
付
け
た
別
材
は
皮
革
も
し
く
は
フ
ェ
ル
ト
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
。
竹
原
古
墳
a
（
花
形
鏡
板
轡
と
花
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
）
の
辻
金
具
で
は
、

皮
革
製
の
繋
本
体
が
黄
色
味
を
帯
び
て
い
る
の
に
対
し
、
巻
き
付
け
ら
れ
た
別
材
は
や
や
赤
み
を
帯
び
て
い
る
。
錆
に
よ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

素
材
自
体
の
違
い
と
も
考
え
ら
れ
る
（
図
5
－
4
）
。

　
な
お
、
竹
原
古
墳
a
例
な
ど
を
見
る
限
り
、
雲
珠
や
辻
金
具
の
脚
に
接
す
る
と
こ
ろ
以
外
に
も
そ
の
構
造
を
保
っ
た
繋
が
延
び
て
い
く
と
考

え
ら
れ
、
全
体
が
別
心
巻
に
よ
る
装
飾
を
施
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
綿
貫
観
音
山
古
墳
A
の
青
銅
製
爪
形
金
具
で
は
繋
の
端
部
が

残
っ
て
お
り
、
別
置
巻
繋
が
確
認
で
き
る
（
図
4
1
5
）
。
し
か
し
、
こ
れ
と
岡
　
の
セ
ッ
ト
の
歩
揺
付
飾
金
具
な
ど
で
は
別
工
専
が
確
認
で
き

ず
皮
革
紐
補
助
縫
繋
で
あ
り
、
繋
の
先
端
の
み
キ
ャ
ッ
プ
状
の
別
材
が
は
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
装
飾
紐
　
馬
越
長
火
塚
古
墳
例
の
報
告
で
、
雲
珠
や
辻
金
具
の
脚
で
観
察
さ
れ
た
幅
五
㎜
程
度
の
幅
広
の
紐
が
皮
革
を
筒
状
に
し
て
縫
い
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

わ
せ
る
の
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
山
田
・
小
村
は
、
こ
の
部
分
に
用
い
ら
れ
た
紐
が
太
い
も
の
と
細
い
も
の
の
二
種
類
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が
あ
り
、
前
者
は
折
返
繋
の
綴
じ
合
わ
せ
と
装
飾
の
機
能
を
も
っ
て
用
い
ら
れ
、
後
者
は
後
世
の
糸
鰍
や
厚
総
に
よ
る
飾
り
を
思
わ
せ
る
と
指

摘
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
皮
革
の
縫
い
合
わ
せ
に
用
い
ら
れ
る
糸
は
一
㎜
程
度
の
ご
く
細
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
縫
い
目
が
確
認
で
き
な
い

こ
と
か
ら
（
図
1
5
1
4
）
、
縫
い
合
わ
せ
に
用
い
た
と
考
え
る
に
は
不
適
当
で
、
装
飾
の
た
め
の
紐
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
実

見
し
た
中
で
も
、
同
様
の
事
例
は
、
奈
良
県
珠
城
山
三
号
墳
例
（
唐
草
文
透
彫
心
葉
形
鏡
板
轡
と
鳳
風
文
透
彫
心
葉
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
、
図
5
1
6
、

矢
印
が
装
飾
紐
）
、
平
林
古
墳
例
（
十
字
文
楕
円
形
鏡
板
轡
と
三
葉
春
心
葉
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
）
、
栃
木
県
下
石
橋
愛
宕
塚
古
墳
b
例
（
金
銅
製
引
手
轡
の

セ
ッ
ト
）
な
ど
で
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
も
馬
越
長
火
筒
古
墳
例
と
同
様
に
、
紐
は
雲
珠
や
辻
金
具
の
脚
に
接
し
て
お
り
、
そ
の
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

皮
革
製
の
繋
本
体
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
繋
の
表
面
の
中
央
を
飾
る
よ
う
に
付
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
本
稿
で
は
主
要
な
分
類
要
素
と
し
て
は
あ
げ
な
い
が
、
折
返
繋
に
お
け
る
縫
い
合
わ
せ
技
法
や
、
繋
本
体
へ
の
漆
塗
の
有
無
、

皮
革
の
動
物
種
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
漆
塗
の
有
無
や
皮
革
の
動
物
種
は
、
折
返
繋
だ
け
で
な
く
組
緒
繋
や
毛
皮
繋
と
も
関
連
す
る
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
順
に
説
明
を
加
え
よ
う
。

　
折
返
繋
の
縫
い
合
わ
せ
　
折
返
繋
で
は
、
皮
革
を
折
返
し
て
筒
状
に
す
る
た
め
、
糸
を
用
い
て
縫
い
合
わ
せ
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
群
馬
県
前

二
子
古
墳
例
（
f
字
形
鏡
板
轡
と
剣
菱
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
）
や
、
京
都
府
桃
谷
～
号
墳
例
（
環
状
鏡
板
轡
の
セ
ッ
ト
、
図
5
－
7
、
矢
印
が
縫
糸
）
、
上

塩
冶
築
山
古
墳
A
例
な
ど
で
確
認
で
き
る
。
縫
い
の
ピ
ッ
チ
は
、
桃
谷
一
号
墳
例
で
は
○
・
四
㎝
前
後
、
前
二
子
古
墳
例
で
は
○
・
七
㎝
前
後
、

上
塩
冶
築
山
古
墳
A
例
で
は
○
・
八
㎝
前
後
で
あ
る
。
桃
谷
一
号
墳
例
で
は
幅
約
｝
㎜
の
糸
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
植
物
繊
維
の
よ
う
に
も
み

え
る
。

　
ま
た
、
鏡
板
や
杏
葉
の
吊
金
田
ハ
や
、
雲
珠
や
辻
金
具
の
脚
な
ど
の
連
結
部
に
繋
を
留
め
る
際
に
、
合
わ
せ
目
を
表
面
に
す
る
か
、
裏
面
に
す

る
か
が
、
縫
い
目
の
装
飾
と
関
係
し
て
重
要
で
あ
る
。
前
二
子
古
墳
例
で
は
表
面
、
上
塩
冶
築
山
古
墳
A
例
や
桃
谷
～
号
墳
例
で
は
裏
面
に
お

い
て
確
認
で
き
る
。

　
漆
の
塗
布
　
皮
革
製
の
繋
に
漆
塗
り
が
施
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
鳥
取
県
倭
文
六
号
墳
例
（
f
字
形
鏡
板
轡
と
鉄
製
剣
菱
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
、
図
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古墳晴代馬具における繋の基礎的研究（片由）

5
1
8
、
矢
印
が
著
長
）
、
群
馬
県
井
出
二
子
山
古
墳
の
方
形
飾
金
具
、
埼
玉
県
目
塗
九
号
墳
例
（
三
鈴
杏
葉
の
セ
ッ
ト
）
な
ど
で
確
認
で
き
る
。

い
ず
れ
の
馬
具
に
つ
い
て
も
、
組
合
せ
辻
金
具
や
環
状
雲
珠
に
用
い
ら
れ
た
方
形
金
具
な
ど
で
皮
革
の
表
面
に
漆
塗
膜
が
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
時
期
が
下
る
が
、
正
倉
院
宝
物
の
「
馬
装
」
に
伴
う
多
く
の
繋
、
黒
革
に
は
表
面
に
漆
が
塗
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
、
人
用
の
皮
革
製
の
ベ
ル
ト
に
も
漆
塗
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
馬
具
の
繋
に
特
徴
的
な
技
法
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

　
皮
革
の
動
物
種
　
古
墳
時
代
の
繋
に
用
い
ら
れ
た
皮
革
の
動
物
種
が
わ
か
っ
て
い
る
も
の
は
ほ
ぼ
な
い
。
馬
越
長
火
干
古
墳
例
で
は
、
電
子

顕
微
鏡
に
よ
る
観
察
に
よ
り
、
残
さ
れ
た
毛
髄
質
の
痕
跡
の
直
径
か
ら
大
型
哺
乳
類
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
藤
ノ

木
古
墳
A
の
奮
起
付
飾
金
具
に
残
さ
れ
た
繋
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
意
見
が
分
か
れ
る
。
出
口
公
孫
は
革
の
成
分
分
析
か
ら
鹿
革
の
脳
漿
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

め
し
を
施
し
た
も
の
と
し
、
一
方
、
石
橋
武
彦
は
電
子
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察
で
、
小
型
動
物
で
あ
り
、
あ
え
て
雷
う
な
ら
ば
羊
皮
の
可
能
性
が

あ
る
と
し
た
。
時
期
が
下
る
が
、
正
倉
院
の
「
馬
鞍
」
に
付
属
す
る
繋
の
一
部
に
つ
い
て
は
牛
革
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
動
物
種

の
特
定
は
繋
の
生
産
過
程
に
お
け
る
皮
革
素
材
の
調
達
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
自
然
科
学
分
析
の
結
果
の
蓄
積
を
待
ち

た
い
。

2
　
繋
　
の
　
分
　
類

　
こ
れ
ま
で
の
観
察
に
よ
り
古
墳
時
代
の
繋
は
以
下
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
（
図
7
）
。

　
繋
の
本
体
と
な
る
皮
革
は
脱
毛
し
た
も
の
と
、
脱
毛
を
せ
ず
毛
を
残
し
た
毛
皮
の
二
者
が
認
め
ら
れ
る
。
脱
毛
の
工
程
は
な
め
し
な
ど
の
皮

革
の
加
工
技
術
そ
の
も
の
に
関
係
し
て
お
り
、
皮
革
素
材
の
加
工
工
程
を
知
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、
出
土
資
料
か
ら
な
め
し
の
技
術

そ
の
も
の
を
み
き
わ
め
る
こ
と
は
現
段
階
で
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
肉
眼
観
察
に
よ
る
毛
の
有
無
の
確
認
は
有
効
な
分
類
基
準
の
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
母
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
毛
の
有
無
は
繋
の
装
飾
性
の
点
で
も
大
き
な
違
い
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
脱
毛
繋
と

毛
皮
繋
に
大
別
二
分
類
す
る
。
次
に
、
脱
毛
繋
に
つ
い
て
は
、
脱
毛
し
た
皮
革
製
の
繋
本
体
の
構
造
に
よ
り
、
袋
状
に
折
返
し
た
も
の
を
用
い
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る
折
返
繋
と
、
幅
の
細
い
皮
革
紐
を
組
緒
に
し
た
組
緒
繋
に
分
け
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
折
返
繋
は
皮
革
を
繋
に
用
い
る
場
合
の
基
本
的
な
技
術
で
あ
り
、

各
種
の
装
飾
技
法
が
認
め
ら
れ
る
。
観
察
で
き
た
装
飾
技
法
と
の
組
合
せ
か
ら

そ
が
い
　
　
お
り
も
の
し
ん
が
い
　
　
ふ
ち
か
ざ
り
つ
き
が
い
　
　
お
り
も
の
ま
き
が
い
　
　
ふ
ち
か
ざ
り
つ
き
お
り
も
の
ま
き
が
い
　
　
ひ
か
く
ひ
も

素
繋
、
織
物
芯
繋
、
縁
飾
付
繋
、
織
物
巻
繋
、
縁
飾
付
織
物
粗
卑
、
皮
革
紐

ほ
じ
ょ
ぬ
い
が
い
　
　
く
み
澄
も
ほ
じ
ょ
ぬ
い
が
い
　
　
べ
つ
ざ
い
ま
き
が
い
　
　
ぞ
う
し
ょ
く
ひ
も
つ
き
が
い

補
助
縫
繋
、
組
紐
補
助
縫
繋
、
別
材
巻
繋
、
装
飾
紐
付
繋
の
九
類
に
分
類
で

き
る
。
折
返
繋
の
二
二
は
以
下
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
。
な
お
〔
〕
は
該
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
る
李
恩
碩
に
よ
る
分
類
を
示
す
。

　
　
⑳

　
素
繋
　
折
返
繋
で
特
に
装
飾
的
な
技
法
を
も
た
な
い
も
の
。
〔
A
〕
。

　
織
物
芯
繋
　
折
返
繋
の
筒
状
に
な
っ
た
空
洞
部
に
織
物
を
芯
と
し
て
入
れ
る

も
の
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
朝
鮮
半
島
の
池
山
洞
4
4
号
門
主
榔
a
の
み
で
し

か
確
認
で
き
ず
、
本
稿
で
は
紹
介
に
留
め
る
。

　
早
霜
付
繋
　
折
返
繋
の
両
側
縁
に
縁
飾
を
付
け
る
も
の
。
〔
F
〕
。

　
織
物
一
一
　
折
返
繋
に
織
物
を
巻
い
た
も
の
。

　
縁
飾
付
織
物
巻
繋
　
折
返
繋
に
織
物
を
巻
い
た
の
ち
、
両
側
縁
に
縁
飾
を
付

け
る
も
の
。

　
皮
革
紐
補
助
縫
繋
　
折
返
繋
の
中
央
の
合
わ
せ
目
の
左
右
に
並
走
さ
せ
て
二

本
の
皮
革
紐
で
縫
い
合
わ
せ
る
も
の
。
〔
D
〕
。

　
組
紐
補
助
縫
上
　
折
返
繋
の
中
央
の
合
わ
せ
匿
の
左
右
に
並
走
さ
せ
て
二
本

鍛　
　

藩象食市イ寸浮哉斗勿巻野馨織物巻繋

折返繋

素点 織物芯繋 縁飾付繋

揚…多Vdi／6多／
皮革紐補助縫繋　　緑玉補助縫繋　　　別材巻繋　　　　装飾紐付繋

毛皮繋

b－tw

組緒繋

二面糸且績繋　　　　　　　四ii玖糸田岳苔婁塾

図7　繋の分類模式図
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古墳時代馬具における繋の基礎的研究（片1！1＞

の
組
紐
で
縫
い
合
わ
せ
る
も
の
。
〔
E
〕

　
別
材
巻
繋
　
折
返
繋
を
さ
ら
に
別
の
材
で
巻
い
た
も
の
。

　
装
飾
紐
付
繋
　
折
返
繋
の
装
着
時
の
表
面
の
中
央
に
幅
広
の
装
飾
紐
一
条
を
別
に
付
け
る
も
の
。

　
組
緒
繋
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
観
察
資
料
で
は
組
緒
の
残
存
状
況
が
不
良
な
も
の
が
多
く
、
組
緒
の
技
術
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

難
し
い
。
現
段
階
で
は
、
肉
眼
で
観
察
で
き
る
綾
杉
の
畝
数
に
よ
っ
て
分
類
を
お
こ
な
っ
て
お
く
。

　
ふ
た
つ
う
ね
く
み
お
が
い

　
一
一
畝
組
緒
繋
　
革
紐
で
綾
杉
～
筋
（
二
畝
）
を
面
と
し
て
見
せ
る
よ
う
に
組
ん
だ
も
の
。

　
よ
つ
う
ね
く
み
お
が
い

　
四
畝
組
緒
繋
　
革
紐
で
綾
杉
二
筋
（
四
畝
）
を
面
と
し
て
見
せ
る
よ
う
に
組
ん
だ
も
の
。

　
毛
皮
繋
　
脱
毛
し
な
い
毛
皮
を
用
い
た
も
の
。
毛
皮
繋
は
佐
賀
県
潮
見
古
墳
や
香
川
県
王
男
山
古
墳
、
豊
田
大
塚
古
墳
（
図
2
－
1
）
、
島
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憩

軋
め
ん
ぐ
ろ
古
墳
（
図
2
－
2
）
、
愛
媛
県
警
ツ
手
山
古
墳
（
図
4
1
7
）
な
ど
の
無
脚
雲
珠
で
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、

繋
の
全
体
像
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
事
例
の
提
示
と
一
部
の
図
示
に
留
め
て
お
く
。

①
　
朴
天
秀
他
隅
高
霊
池
山
洞
四
四
号
墳
…
大
豊
耶
王
陵
－
幽
慶
北
大
学
校
博

　
物
館
叢
書
三
七
・
慶
北
大
学
校
考
古
人
類
学
科
考
古
学
叢
書
1
（
二
〇
〇
九
年
）
。

　
図
2
－
1
に
示
し
た
辻
金
具
に
は
鉢
部
の
裏
面
、
装
着
時
の
繋
の
表
畷
に
紐
紐
が

　
付
け
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
図
2
－
2
に
示
し
た
繋
そ
の
も
の
や
、
鏡
板

　
や
杏
葉
の
昂
金
具
に
は
組
紐
が
確
認
で
き
な
い
の
で
、
ガ
ラ
ス
玉
を
固
定
す
る
た

　
め
の
紐
の
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
現
段
階
で
は
後
述
す
る
装
飾
紐
と
織
物

　
芯
の
技
法
を
合
わ
せ
も
つ
装
飾
紐
付
織
物
芯
繋
は
想
定
し
な
い
。

　
　
日
本
列
島
で
も
寿
命
王
塚
省
墳
例
や
香
川
県
塀
上
古
墳
例
で
織
物
を
芯
に
し
た

　
繋
の
可
能
牲
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
実
見
し
た
と
こ
ろ
織
物
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　
梅
原
末
治
・
小
林
行
雄
「
発
見
の
遺
物
」
（
前
掲
）
四
八
頁
。
花
谷
浩
門
馬
具
」

　
（
『
川
上
・
丸
井
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
』
、
　
一
九
九
一
年
V
四
〇
頁
。

②
紐
紐
な
ど
の
研
究
で
は
杉
綾
と
呼
称
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
考
古
学
で
な
じ
み

　
の
あ
る
綾
杉
を
胴
い
る
。

③
初
村
武
寛
「
豊
田
大
塚
古
墳
出
土
雲
珠
と
胡
籔
金
具
に
伴
う
有
機
質
の
調
査
」

　
（
箭
掲
）
。

④
筆
者
は
以
前
の
資
料
紹
介
で
こ
れ
と
同
様
の
技
法
を
「
布
巻
」
と
称
し
た
が
、

　
絹
織
物
等
を
含
む
場
合
こ
の
用
語
は
適
切
で
は
な
い
。
以
後
、
「
織
物
巻
」
に
統

　
一
す
る
。
諌
早
直
人
・
片
山
健
太
郎
「
ゴ
ー
ラ
ン
ド
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
絵
師
遠

　
藤
茂
平
～
鹿
谷
｝
八
帯
墳
出
土
花
畳
針
雲
珠
・
辻
金
具
の
紹
介
～
」
（
『
古
代
学
研

　
究
撫
二
〇
四
号
、
二
〇
一
四
年
）
。

⑤
干
賀
久
門
馬
具
に
使
用
さ
れ
た
革
帯
－
藤
ノ
木
古
墳
金
銅
製
馬
具
の
特
殊
性

　
一
」
（
前
掲
）
。

⑥
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
先
に
あ
げ
た
石
光
山
八
号
墳
、
江
子
田
金
環
塚
古
墳

　
な
ど
が
あ
る
。
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⑦
角
山
幸
洋
「
石
光
山
八
号
墳
の
馬
具
付
薪
織
物
片
の
観
察
所
見
」
（
前
掲
）
。

⑧
村
井
認
雄
・
亀
井
正
道
『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録
古
墳
遺
物
篇
関
東
∴

　
（
前
掲
）
　
一
八
三
頁
Q

⑨
栃
木
県
古
墳
勉
強
会
（
該
当
単
軌
は
内
山
敏
行
）
「
中
山
（
将
門
霊
神
）
古
墳

　
調
査
報
皆
二
㎏
（
『
栃
木
県
考
古
学
会
誌
』
第
二
六
集
、
二
〇
〇
五
年
）
八
O
l
八

　
一
頁
。

⑩
山
岡
奈
美
恵
「
田
中
三
六
暑
墳
出
土
馬
具
付
着
の
繊
維
製
品
に
つ
い
て
漏
（
前

　
掲
）
　
五
⊥
パ
ー
五
入
習
貝
。

⑪
経
錦
が
平
織
物
と
混
同
し
や
す
い
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
角
山
幸
洋
に
よ
る
指

　
摘
が
あ
る
。
角
山
幸
洋
門
経
錦
再
考
」
（
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
魎
第
一
六
、

　
二
〇
＝
二
年
）
。

⑫
一
般
的
に
撚
り
の
な
い
糸
は
絹
の
可
能
性
が
高
く
、
撚
り
の
あ
る
も
の
に
つ
い

　
て
は
植
物
繊
維
（
特
に
麻
）
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
。
沢
囲
む
つ
代
「
出
土

　
繊
維
の
観
察
法
」
（
『
季
刊
考
古
学
駈
第
九
一
号
、
二
〇
〇
五
年
）
五
四
頁
。

⑬
織
密
度
に
つ
い
て
は
残
存
状
況
に
よ
り
一
㎝
四
方
を
計
測
で
き
な
い
も
の
は
、

　
○
・
五
㎝
四
方
を
計
測
し
、
二
倍
し
た
数
値
を
示
し
た
。

⑭
箴
目
の
平
絹
に
つ
い
て
の
認
識
は
以
下
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。
布
目
順
郎

　
『
目
で
見
る
繊
維
の
考
盲
学
繊
維
遺
物
資
料
集
成
臨
（
一
九
九
二
年
）
、
角
山
幸
洋

　
「
繊
維
1
…
織
物
・
組
紐
－
嚥
（
『
斑
鳩
藤
ノ
木
古
墳
第
二
・
三
次
調
査
報
告
㎞
、

　
一
九
九
二
年
目
。

⑮
縁
引
の
名
称
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
稿
で
ふ
れ
て
い
る
が
、
下
記
の
よ
う
な
理

　
由
に
基
づ
く
。
こ
れ
ま
で
胡
隷
金
具
な
ど
で
は
一
般
的
に
「
縁
か
が
り
」
と
呼
ば

　
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
技
法
が
織
物
に
対
し
て
施
さ
れ
た
「
か
が
り
」
と
み
る

　
こ
と
に
由
来
す
る
。
し
か
し
、
同
じ
装
飾
に
つ
い
て
も
複
数
の
技
法
が
想
定
さ
れ

　
て
き
た
と
い
う
研
究
史
、
ま
た
、
実
際
に
同
～
資
料
に
つ
い
て
も
異
な
っ
た
技
法

　
が
想
定
さ
れ
て
い
る
例
（
藤
ノ
木
古
墳
、
寓
磯
県
朝
曄
長
山
古
墳
）
が
あ
る
こ
と

　
か
ら
（
本
章
註
⑫
参
照
）
、
名
称
に
技
法
を
用
い
ず
、
糸
を
用
い
て
縁
を
飾
る
装

　
飾
を
総
じ
て
縁
飾
と
称
す
る
。

⑯
上
塩
冶
築
山
古
墳
な
ど
の
事
例
が
あ
る
。
松
籟
充
晶
門
馬
具
」
（
『
上
塩
冶
築
由

　
古
墳
の
研
究
魅
、
前
掲
）
九
～
1
九
二
百
ハ
。

⑰
奈
良
県
上
五
号
墳
な
ど
の
蔀
例
が
あ
る
。
吉
松
茂
信
「
上
五
号
墳
出
土
繊
維
に

　
つ
い
て
」
（
『
上
五
号
墳
㎞
奈
良
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
九
二
集
、
二
〇
〇
三

　
年
）
七
七
－
八
○
頁
。

⑬
富
山
県
朝
日
長
山
古
墳
な
ど
の
事
例
が
あ
る
。
小
村
箕
理
・
井
上
美
知
子
「
朝

　
日
長
山
古
墳
出
土
胡
錬
金
具
に
つ
い
て
」
（
隅
氷
見
市
史
資
料
編
出
考
右
蝕
、
二
〇

　
〇
二
年
）
。

⑲
上
塩
冶
築
山
古
墳
な
ど
の
事
例
が
あ
る
。
大
谷
晃
二
「
裁
器
・
武
具
」
（
『
上
塊

　
冶
築
山
古
墳
の
研
究
輪
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
報
告
四
、
一
九
九

　
九
年
）
七
六
頁
。

⑳
　
縁
飾
技
法
の
系
譜
に
つ
い
て
は
鮪
節
を
準
備
し
て
い
る
。
朝
鮮
半
島
で
も
、
高

　
緻
鳳
三
里
一
号
墳
四
号
石
室
出
土
の
胡
線
金
具
（
諌
早
直
人
氏
ご
教
示
）
や
、
公

　
州
宋
山
里
一
号
墳
石
室
幽
土
の
申
付
金
具
（
野
守
健
・
神
田
惣
藏
『
川
州
宋
山
里

　
古
墳
調
査
報
告
㎞
古
蹟
調
査
報
告
昭
麹
二
年
度
第
二
冊
、
一
九
三
五
年
）
一
【

　
頁
・
一
四
頁
、
梁
山
夫
婦
塚
古
墳
出
土
の
胡
簾
金
具
（
馬
場
是
一
郎
・
小
川
敬
吉

　
『
梁
山
夫
婦
塚
と
其
越
物
隔
本
文
、
古
蹟
調
査
特
別
報
告
第
五
冊
、
一
九
二
七

　
年
〉
二
〇
図
、
帯
金
具
（
馬
場
是
一
郎
・
小
灘
敬
吉
『
梁
山
夫
婦
塚
と
其
遣
物
臨

　
図
版
、
古
蹟
調
査
特
別
報
告
、
一
九
二
七
年
）
第
一
八
、
公
金
武
童
謡
陵
出
土
の

　
飾
履
の
内
敷
（
蚤
置
奇
・
苓
署
石
・
切
。
℃
剤
・
過
心
配
己
「
怨
暑
到
吋
曾
昇
舛
刈
刈
ズ
「

　
暑
想
」
噸
武
寧
王
陵
脚
高
。
T
暑
暴
露
豆
エ
洞
（
1
）
瞼
二
〇
〇
五
年
）
一
〇
九
頁
、

　
な
ど
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
よ
り
古
い
段
階
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ノ
イ

　
ン
・
ウ
ラ
墳
墓
群
出
土
の
沓
内
敷
、
鞍
橋
表
薩
飾
な
ど
に
も
同
様
の
装
飾
が
み
ら

　
れ
、
古
く
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
高
原
周
辺
か
ら
極
東
地
域
に
か
け
て
の
騎
馬
文
化
の
中

　
で
様
々
な
器
物
に
戦
い
ら
れ
た
装
飾
技
法
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
梅
原
末
治

　
四
蒙
古
ノ
イ
ン
・
ウ
ラ
発
墨
の
遺
物
蜘
ハ
東
洋
文
庫
論
叢
第
二
七
冊
、
　
九
六
〇
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年
）
。

⑳
　
報
告
書
で
は
じ
め
て
図
化
し
た
の
は
、
馬
具
で
は
寿
命
王
塚
古
墳
の
報
告
書
で

　
あ
る
。
梅
原
末
治
・
小
林
行
雄
「
発
見
の
遺
物
」
（
前
掲
）
四
九
頁
。
た
だ
し
、

　
そ
れ
以
前
に
、
京
都
府
鹿
谷
一
八
号
墳
出
土
馬
具
の
精
巧
な
絵
図
を
描
い
た
遠
藤

　
茂
平
に
よ
る
認
識
が
あ
る
。
宮
川
禎
一
「
描
か
れ
た
右
墳
出
土
品
i
曝
治
一
四

　
年
の
発
掘
調
査
」
（
『
学
叢
謡
工
七
、
二
〇
〇
五
年
）
、
諌
早
直
人
・
片
山
健
太
郎

　
「
ゴ
ー
ラ
ン
ド
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
絵
師
遠
藤
茂
平
～
鹿
谷
一
八
号
墳
出
土
花
文

　
付
雲
珠
・
辻
金
具
の
紹
介
～
」
（
前
掲
）
。
ま
た
、
馬
具
以
外
で
は
梁
山
夫
婦
塚
古

　
墳
出
土
の
胡
譲
金
具
、
帯
金
具
が
最
初
だ
と
思
わ
れ
る
。
馬
場
是
一
郎
・
小
川
敬

　
吉
『
梁
山
夫
婦
塚
と
其
遺
物
輪
（
本
文
、
園
版
、
箭
掲
）
。

⑳
　
例
え
ば
朝
日
長
山
古
墳
の
資
料
に
つ
い
て
の
沢
田
む
つ
代
「
出
土
繊
維
の
観
察

　
法
」
（
前
掲
）
。
澤
田
む
つ
代
「
胡
錬
金
具
に
付
着
す
る
繊
維
に
つ
い
て
」
（
欄
臼
本

　
出
土
原
始
古
代
繊
維
製
晶
の
分
析
調
査
に
よ
る
発
展
的
研
究
幅
、
二
〇
〇
六
年
）

　
と
小
村
眞
理
・
井
上
美
知
子
「
朝
日
長
山
古
墳
出
土
胡
籔
金
具
に
つ
い
て
鳳
（
前

　
掲
）
に
よ
る
違
い
が
あ
る
。

⑳
）
筆
者
の
分
類
の
う
ち
、
刺
繍
技
法
は
小
村
眞
理
・
井
上
美
知
子
「
朝
鮮
長
由
古

　
墳
出
土
胡
籔
金
具
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
に
て
復
元
さ
れ
た
技
法
と
ほ
ぼ
隣
じ
で

　
あ
る
。
こ
の
技
法
に
つ
い
て
は
、
小
村
眞
理
氏
に
実
演
の
う
え
、
ご
教
示
を
賜
っ

　
た
。
胡
隷
の
縁
飾
に
つ
い
て
は
、
刺
繍
技
法
が
多
い
と
い
う
認
識
に
つ
い
て
も
小

　
村
氏
に
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
現
状
で
は
筆
者
の
分
類
し
た
技
法
と
見

　
か
け
に
対
応
関
係
が
あ
る
か
ど
う
は
か
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
胡
簾
等
を
含
め

　
て
今
度
の
課
題
と
し
た
い
。

⑳
　
報
告
書
で
は
同
様
の
見
解
を
示
す
。
永
沼
律
朗
「
馬
具
」
（
前
掲
）
二
ニ
ー
二

　
七
頁
。

⑮
　
李
恩
碩
「
繋
叫
設
妊
小
考
」
（
『
文
化
財
融
業
三
五
号
、
二
〇
〇
二
年
）
八
四

　
頁
。

⑳
　
古
墳
時
代
の
フ
ェ
ル
ト
様
の
繊
維
製
品
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
例
と
し
て
大

　
谷
古
墳
の
金
銅
製
雲
珠
が
あ
る
。
樋
口
隆
康
・
西
谷
真
治
・
小
野
山
節
「
馬
具
」

　
『
大
谷
古
墳
』
（
一
九
五
九
年
）
一
～
○
頁
。
ま
た
、
千
葉
県
浅
間
山
古
墳
で
も

　
冠
幡
に
伴
っ
て
フ
ェ
ル
ト
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
資
料
が
あ
る
。
後
者
に
つ
い

　
て
は
永
嶋
正
春
の
分
析
に
よ
り
フ
ェ
ル
ト
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
永
嶋
正
春
「
浅
間
由
古
墳
出
土
の
フ
ェ
ル
ト
様
素
材
に
つ
い
て
」
（
『
印
旛
郡
栄
町

　
浅
間
山
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
臨
、
二
〇
〇
二
年
）
。

⑳
　
岩
原
剛
・
堀
哲
郎
・
富
原
祐
治
「
金
銅
装
馬
具
」
（
豊
橋
市
文
化
財
調
査
報
告

　
書
第
　
二
〇
集
、
二
〇
一
二
年
）
、
山
細
乳
業
・
小
村
眞
理
「
金
銅
装
馬
具
を
科

　
学
す
る
」
（
前
掲
）
。

⑳
　
こ
れ
に
該
当
す
る
技
法
は
梁
由
夫
婦
塚
出
土
の
帯
金
具
の
帯
（
馬
場
是
～
郎
・

　
小
川
三
吉
『
梁
山
夫
婦
塚
と
其
遺
物
轍
図
版
、
前
掲
）
や
、
池
山
洞
四
四
号
墳
出

　
土
位
置
不
明
の
胡
糠
金
具
（
曇
天
秀
他
『
聖
霊
池
山
洞
四
四
号
墳
一
大
伽
耶
王

　
陵
一
』
、
前
掲
）
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

㊧
　
出
口
公
長
他
「
正
倉
院
宝
物
特
別
講
本
報
告
皮
革
製
宝
物
材
質
調
査
一
（
『
正
倉

　
院
紀
要
魎
　
第
二
八
口
写
、
　
二
〇
〇
山
ハ
年
）
。

⑳
出
口
公
長
点
「
正
倉
院
宝
物
特
別
調
査
報
告
皮
革
製
宝
物
材
質
調
査
」
（
前
掲
）

　
二
五
一
二
八
頁
の
鍔
帯
。

⑳
　
出
口
公
魚
『
皮
革
あ
ら
か
る
と
㎞
（
一
九
九
九
年
）
十
九
一
二
十
一
頁
。

⑫
　
出
口
公
論
糊
皮
革
あ
ら
か
る
と
㎞
（
前
掲
）
十
九
一
二
十
一
百
ハ
。
犠
原
考
古
学

　
研
究
所
か
ら
調
査
依
頼
を
受
け
た
の
は
石
橋
武
彦
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
石
橋
の

　
鑑
定
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
か
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

⑳
　
馬
具
に
用
い
ら
れ
た
皮
革
の
加
工
妓
術
に
つ
い
て
検
討
し
た
例
と
し
て
、
桃
谷

　
～
号
墳
の
繋
に
関
す
る
飯
塚
義
富
の
発
墨
が
あ
る
。
「
十
字
置
辻
金
具
に
附
着
し

　
て
い
た
皮
革
の
電
子
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察
扁
（
「
峰
出
桃
谷
古
墳
」
『
京
都
府
文
化

　
再
調
査
報
止
鼠
飾
弗
ニ
工
器
、
　
一
九
⊥
ハ
一
加
＋
）
　
七
九
…
八
一
頁
。

⑭
　
馬
具
に
関
係
す
る
毛
皮
装
飾
と
し
て
、
後
世
の
例
で
あ
る
が
正
倉
院
の
熊
毛
の

　
障
泥
が
あ
る
。
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⑳
　
李
恩
碩
「
黒
朝
暑
昇
叫
川
叫
翔
（
繋
）
酬
暑
鮭
望
早
」
（
油
墨
）
。

⑳
　
素
繋
の
読
み
は
、
麗
代
弘
賢
「
巻
第
一
六
九
器
財
部
馬
具
鰍
」
（
『
古
今
要
覧

　
稿
㎞
、
一
八
二
一
～
～
八
四
二
年
）
に
あ
る
「
楚
聾
し
（
革
を
用
い
た
総
の
な
い
も

　
の
）
の
「
そ
扁
と
同
様
で
あ
る
。
本
論
で
は
付
糠
的
な
装
飾
要
素
を
も
た
な
い
も

　
の
を
指
す
。

⑳
　
二
畝
（
ふ
た
つ
う
ね
）
、
四
畝
（
よ
つ
う
ね
）
と
読
む
べ
き
と
の
ご
指
摘
を
上

　
野
祥
史
氏
よ
り
い
た
だ
い
た
。

⑲
　
い
ず
れ
も
無
脚
雲
珠
で
あ
る
点
に
は
注
意
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
例
示
し

　
た
の
は
い
ず
れ
も
複
数
セ
ッ
ト
の
馬
具
繊
土
古
墳
で
あ
る
が
、
無
脚
雲
珠
が
ど
の

　
セ
ッ
ト
に
含
ま
れ
る
か
確
定
で
き
な
い
た
め
、
セ
ッ
ト
名
は
示
し
て
い
な
い
。

56　（784）

第
三
章
　
セ
ッ
ト
か
ら
み
た
繋

　
前
章
で
分
類
し
た
各
繋
の
実
例
を
、
繋
が
連
結
さ
れ
た
金
属
製
馬
具
の
セ
ッ
ト
に
お
い
て
検
討
し
て
み
る
。
繋
の
変
遷
の
検
討
に
備
え
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

各
セ
ッ
ト
の
編
年
的
位
置
づ
け
も
示
し
た
。
こ
こ
で
は
、
お
も
に
内
山
敏
行
に
よ
る
鏡
板
・
杏
葉
の
編
年
案
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

環
状
鏡
板
轡
に
つ
い
て
は
岡
安
光
彦
の
段
階
区
分
を
内
山
編
年
の
段
階
区
分
と
対
応
さ
せ
る
。
内
山
編
年
で
は
、
古
墳
時
代
の
馬
具
の
存
在
す

る
時
期
を
中
期
、
後
期
、
終
末
期
の
三
時
期
に
分
け
、
中
期
を
七
段
階
、
後
・
終
末
期
を
各
四
段
階
に
区
分
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
多
様
な

装
飾
馬
具
が
認
め
ら
れ
る
申
期
五
段
階
か
ら
終
末
期
～
段
階
ま
で
を
分
析
の
対
象
と
す
る
。
環
状
鏡
板
轡
に
つ
い
て
は
岡
安
に
よ
り
出
現
時
期

か
ら
終
焉
時
期
ま
で
が
六
段
階
に
編
年
さ
れ
て
い
る
。
1
段
階
が
後
期
一
段
階
、
H
段
階
が
後
期
二
段
階
、
皿
段
階
が
後
期
三
段
階
、
W
段
階

が
後
期
四
段
階
、
V
段
階
が
終
末
期
一
段
階
に
お
お
よ
そ
対
応
す
る
。

　
編
年
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
申
期
五
段
階
に
f
字
形
鏡
板
轡
と
剣
菱
形
杏
葉
、
鈴
杏
葉
と
鈴
付
楕
円
形
鏡
板
轡
、
鉄
製
内
湾
楕

円
形
鏡
板
轡
な
ど
の
馬
具
が
出
現
す
る
。
や
や
遅
れ
て
後
期
一
段
階
に
十
字
文
楕
円
形
鏡
板
轡
や
三
葉
文
楕
円
形
杏
葉
な
ど
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
後
期
二
段
階
に
鐘
形
鏡
板
轡
と
杏
葉
、
棘
葉
形
杏
葉
な
ど
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
後
期
三
段
階
に
唐
草
文
・
鳳
爆
心
透
彫
心
葉

形
鏡
板
轡
や
杏
葉
、
平
文
・
格
子
文
楕
円
形
鏡
板
轡
と
杏
葉
、
花
形
鏡
板
轡
と
杏
葉
が
あ
ら
た
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
前
段
階
に

そ
の
祖
型
が
舶
載
さ
れ
て
い
た
透
十
字
帯
心
葉
形
鏡
板
轡
や
三
葉
文
心
葉
形
鏡
板
轡
や
杏
葉
も
＝
疋
程
度
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
～
方
で
早

い
段
階
に
み
ら
れ
た
f
字
形
鏡
板
轡
と
剣
菱
形
杏
葉
や
十
字
文
楕
円
形
鏡
板
轡
と
杏
葉
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
る
。
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一
方
、
環
状
鏡
板
轡
に
つ
い
て
は
1
段
階
に
兵
庫
鎖
を
吊
金
具
と
し
て
用
い
た
尊
翰
系
、
小
型
矩
形
立
聞
系
と
複
環
系
が
成
立
し
、
∬
段
階

に
黒
鉛
系
が
み
ら
れ
な
く
な
り
、
大
型
矩
形
立
聞
系
が
成
立
す
る
。
皿
段
階
に
吊
金
具
と
し
て
の
兵
庫
鎖
の
記
数
が
単
連
に
な
り
、
瓢
形
の
鏡

板
が
登
場
す
る
。
W
段
階
に
銃
具
造
立
聞
の
鏡
板
が
登
場
す
る
。
V
段
階
に
鏡
板
の
小
型
化
が
進
む
。

1
　
折
　
　
返
　
　
繋

（
a
）
素
繋

　
素
繋
は
静
岡
県
多
田
大
塚
四
号
書
例
（
f
字
形
鏡
板
轡
の
セ
ッ
ト
、
図
8
1
1
）
、
京
都
府
上
狛
天
竺
堂
一
号
書
例
（
鉄
製
剣
菱
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
、

図
8
1
2
）
、
京
都
府
沢
三
号
墳
例
（
鉄
製
f
字
形
鏡
板
轡
の
セ
ッ
ト
、
図
8
1
3
）
、
山
形
県
大
之
越
古
墳
例
（
鉄
製
剣
菱
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
）
、
川
上

古
墳
例
（
鉄
製
f
字
形
鏡
板
轡
の
セ
ッ
ト
）
、
倭
文
六
号
墳
例
（
図
5
1
8
）
、
埼
玉
県
ど
う
ま
ん
塚
古
墳
例
（
鉄
製
内
湾
楕
円
形
鏡
板
轡
と
剣
菱
形
杏
葉

の
セ
ッ
ト
、
図
8
1
5
・
6
）
な
ど
の
f
字
形
鏡
板
轡
や
剣
菱
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
や
、
目
沼
九
号
類
例
（
図
8
1
4
）
な
ど
の
三
鈴
杏
葉
の
セ
ッ
ト

に
認
め
ら
れ
る
。
多
田
大
塚
四
号
欝
欝
、
沢
三
号
墳
例
、
大
之
越
古
墳
例
、
川
上
古
墳
例
が
中
期
五
段
階
で
あ
る
。
上
狛
天
竺
堂
一
号
墳
例
、

倭
文
六
号
墳
例
、
ど
う
ま
ん
塚
古
墳
例
が
中
期
六
段
階
で
あ
る
。
目
沼
一
号
墳
例
は
後
期
一
段
階
で
あ
る
。
ま
た
、
よ
り
新
し
い
段
階
で
は
、

風
返
稲
荷
山
古
墳
B
例
の
よ
う
に
、
車
文
楕
円
形
鏡
板
轡
や
格
子
文
楕
円
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
（
図
8
…
7
・
8
）
や
、
佐
賀
県
鏡
山
二
号
墳
例

の
鳳
置
文
透
彫
心
葉
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
（
図
8
－
9
）
に
も
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
益
子
天
王
塚
古
墳
①
例
（
図
8
i
1
1
）
、
桃
谷
一
号
謝
謝
（
図

8
i
1
0
）
な
ど
の
岡
安
編
年
V
段
階
の
環
状
鏡
板
轡
を
中
心
と
す
る
セ
ッ
ト
に
も
認
め
ら
れ
る
。
風
返
稲
荷
山
古
墳
B
例
、
鏡
山
二
号
墳
例
、

益
子
天
王
塚
古
墳
①
例
が
後
期
四
段
階
、
桃
谷
一
号
墳
例
が
終
末
期
一
段
階
で
あ
る
。

　
以
上
よ
り
、
中
期
五
段
階
か
ら
後
期
【
段
階
の
い
ず
れ
の
事
例
も
、
鉄
地
金
銅
器
か
鉄
製
の
違
い
は
あ
れ
ど
、
f
字
形
鏡
板
轡
や
剣
菱
形
杏

葉
、
こ
れ
ら
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
鈴
杏
葉
の
セ
ッ
ト
に
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
後
期
一
段
階
以
降
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
車
文
楕
円
形
鏡
板

轡
と
格
子
文
楕
円
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
や
、
鳳
鳳
文
透
彫
心
葉
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
鉄
製
環
状
鏡
板
轡
を
中
心
と
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古墳1i寺代馬具における繋の碁礎的研究（片’山）

す
る
セ
ッ
ト
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
現
状
で
は
時
期
に
よ
っ
て
確
認
事
例
に
多
寡
が
認
め
ら
れ
る
が
、
中
期
五
段
階
か
ら
終
末

期
一
段
階
ま
で
の
長
期
に
わ
た
っ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
金
銅
装
の
馬
具
か
ら
鈴
杏
葉
な
ど
の
鋳
銅
製
馬
具
、

環
状
鏡
板
轡
な
ど
の
鉄
製
馬
三
代
の
セ
ッ
ト
に
至
る
ま
で
の
複
数
の
系
列
の
馬
具
の
セ
ッ
ト
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
素
繋
の
普
遍
性

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
b
）
縁
飾
付
繋

　
縁
飾
付
繋
は
十
善
の
森
古
墳
a
例
や
大
谷
古
墳
a
例
（
図
9
1
1
）
、
上
塩
冶
築
山
古
墳
A
例
（
図
9
1
3
）
の
三
例
の
み
確
認
で
き
る
。
十

善
の
森
古
墳
a
例
は
網
地
金
銅
張
鈴
至
聖
菱
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
、
大
谷
古
墳
a
例
は
鋳
銅
製
煮
付
f
字
形
鏡
板
轡
と
鋳
銅
製
鈴
付
剣
菱
形
杏
葉

の
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
両
セ
ッ
ト
を
構
成
す
る
鏡
板
轡
と
杏
葉
は
い
ず
れ
も
鈴
付
馬
具
の
中
で
は
特
殊
な
事
例
で
あ
る
。
大
谷
古
墳
a
例
で
は
鏡

板
の
吊
金
具
や
杏
葉
の
吊
金
具
に
の
み
縁
飾
付
言
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
と
セ
ッ
ト
を
構
成
す
る
透
彫
雲
珠
や
環
状
辻
金
具

に
残
る
繋
は
襟
飾
の
な
い
素
意
で
あ
り
（
図
9
1
2
V
、
吊
金
具
に
留
め
ら
れ
た
繋
の
部
分
だ
け
、
縁
飾
が
付
い
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

上
塩
冶
築
山
古
墳
A
例
で
は
轡
は
透
十
字
文
心
葉
形
鏡
板
轡
で
あ
る
一
方
、
透
心
葉
形
杏
葉
は
類
例
の
確
認
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
。
十
善
の

森
古
墳
a
例
と
大
谷
古
墳
a
例
が
中
期
七
段
階
、
上
塩
冶
築
山
古
墳
A
例
が
後
期
三
段
階
で
あ
る
。

（
c
）
織
物
巻
繋

　
織
物
巻
樽
は
福
岡
県
番
塚
古
墳
例
（
f
字
形
鏡
板
轡
と
剣
菱
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
、
図
1
0
1
1
）
、
江
子
田
金
環
鰻
重
違
例
（
f
字
形
鏡
板
轡
と
鐘
形
杏

葉
の
セ
ッ
ト
、
図
1
0
1
4
）
、
牧
野
古
墳
A
例
（
三
葉
文
心
葉
形
鏡
板
と
杏
葉
の
セ
ッ
ト
、
図
！
0
…
2
・
3
）
で
確
認
で
き
る
。
番
塚
古
墳
例
で
は
鋏
具

や
環
状
雲
珠
も
し
く
は
組
合
せ
辻
金
具
を
構
成
し
た
と
思
わ
れ
る
方
形
金
具
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。
方
形
金
具
に
確
認
さ
れ
る
繋
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
、
報
告
書
で
も
折
返
繋
二
条
を
一
組
に
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
資
料
を
観
察
す
る
と
、
図
1
0
i
！
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の

二
条
を
覆
う
よ
う
に
織
物
が
巻
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
番
塚
古
墳
例
以
外
に
は
二
条
の
折
返
繋
を
束
ね
た
事
例
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

江
子
壷
金
環
塚
古
墳
例
に
お
い
て
織
物
巻
繋
が
み
ら
れ
る
の
は
、
二
個
出
土
し
て
い
る
鉢
状
差
金
具
の
う
ち
の
一
つ
で
、
図
示
し
た
よ
う
に
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（
図
1
0
－
4
）
杏
葉
を
垂
下
す
る
縦
方
向
の
繋
に
直
交
す
る
横
方
向
の
繋
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。
江
子
田
金
環
塚
古
墳
で
は
そ
の
他
の
馬
具
で
確
認
で
き
る
繋
が
す
べ
て
縁
飾
付
織

物
巻
繋
で
あ
り
（
図
1
1
1
3
）
、
何
ら
か
の
理
由
で
、
こ
の
部
分
だ
け
織
物
巻
繋
が
用
い
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
の
織
物
は
経
錦
と
思
わ
れ
、
観
察
で
き
る
裏
面
で
は
織
物
の

合
わ
せ
目
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
表
面
側
で
確
認
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
牧
野
古

墳
A
で
は
織
物
巻
繋
は
回
状
雲
珠
、
辻
金
具
（
図
1
0
－
3
）
、
多
角
形
繋
飾
金
具
（
図
1
0
1
2
）

に
確
認
で
き
る
。
辻
金
具
で
は
、
図
示
し
た
裏
面
の
下
の
脚
で
比
較
的
よ
く
織
物
巻
繋
が
残

存
す
る
。
写
真
に
見
る
よ
う
に
、
こ
の
辻
金
具
の
織
物
（
図
4
1
8
）
は
、
織
物
を
縦
に
用

い
た
、
三
目
一
入
の
平
絹
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
江
子
田
金
環
塚
古
墳
例
は
経
錦
、
牧
野

古
墳
A
例
は
箴
目
の
平
絹
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
織
物
を
巻
く
と
い
う
技
法
は
装
飾
性
を
重
視

し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
番
塚
古
墳
例
、
江
子
田
金
環
塚
古
墳
例
が
後
期

一
段
階
、
牧
野
古
墳
A
例
が
後
期
四
段
階
で
あ
る
。

（
d
）
縁
飾
付
織
物
巻
繋

　
縁
飾
付
織
物
巻
繋
は
比
較
的
多
く
の
事
例
を
確
認
で
き
る
。
三
重
県
井
田
川
茶
臼
山
古
墳

で
は
、
f
字
形
鏡
板
轡
と
剣
菱
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
a
と
、
十
字
文
楕
円
形
鏡
板
轡
と
忍
冬
楕

円
文
楕
円
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
b
の
双
方
に
お
い
て
里
馬
付
織
物
巻
繋
を
確
認
で
き
る
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
う
は
か
や
ま

ほ
か
、
同
様
に
f
字
形
鏡
板
轡
や
剣
菱
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
と
し
て
は
、
王
墓
山
古
墳
b
例

（
f
字
形
鏡
板
轡
の
セ
ッ
ト
、
図
1
1
1
！
）
、
愛
媛
県
猿
ヶ
谷
二
号
墳
a
例
（
f
字
形
鏡
板
轡
の
セ

ッ
ト
、
図
1
1
－
2
）
、
香
川
県
菊
塚
古
墳
a
例
（
f
字
形
鏡
板
轡
と
剣
菱
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
）
、
牛

　
　
　
2

　
革
飾

麟

乳
輪

町
回

鮪囁

q
＠
＠踏

鯉

6。
E

3

O　1：4　10cm1

　1・2　大谷古墳’A　3　上塩冶築山古墳A

図9　縁飾付繋実測図（S＝1／4）
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古墳時代馬具における繋の基礎的研究（片山）

石
七
号
墳
a
例
（
図
1
1
1
8
）
、
鹿
谷
一
八
号
墳
A
例
（
f
字
形
鏡
板
轡
と
剣
菱
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
、
図
1
1
－
1
1
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
f
字
形
鏡

板
轡
と
三
鈴
杏
葉
の
セ
ッ
ト
の
崇
信
面
一
〇
号
墳
例
も
こ
の
繋
が
連
結
さ
れ
て
い
る
。
f
字
形
鏡
板
や
剣
菱
形
杏
葉
に
剣
突
起
が
付
い
た
も
の

で
は
、
大
阪
府
河
内
愛
宕
塚
古
墳
a
例
や
寿
命
王
塚
古
墳
b
例
で
確
認
で
き
る
。
十
字
文
楕
円
形
鏡
板
轡
や
三
葉
文
楕
円
形
杏
葉
な
ど
の
楕
円

形
の
鏡
板
や
杏
葉
の
事
例
と
し
て
は
、
山
津
照
神
社
古
墳
a
例
（
図
1
1
1

5
）
、
大
阪
府
梶
原
D
一
号
墳
a
例
（
十
字
文
楕
円
形
鏡
板
轡
と
三
葉
文
楕
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
、
図
1
1
1
7
）
、
同
寛
弘
寺
七
五
号
引
例
（
内
湾
楕
円
形
鏡

板
轡
と
三
葉
文
楕
円
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
、
図
1
1
1
6
）
、
福
岡
県
箕
田
丸
山
古

墳
例
（
唐
草
文
楕
円
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
、
図
1
1
1
4
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、

鐘
形
鏡
板
轡
や
杏
葉
の
事
例
と
し
て
は
、
大
阪
府
南
塚
古
墳
a
例
、
藤
ノ

木
古
墳
B
例
、
新
坂
一
号
墳
例
（
図
！
1
i
9
）
、
福
岡
県
高
崎
二
号
墳
例

（
図
1
1
－
1
0
）
な
ど
が
あ
る
。
江
子
田
金
環
塚
古
墳
例
と
高
崎
二
号
墳
例

は
、
面
繋
が
f
字
形
鏡
板
轡
、
尻
繋
が
鐘
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
で
あ
る
。
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
う
は
か
や
ま

田
川
茶
臼
山
古
墳
a
・
b
例
、
王
島
山
古
墳
b
例
、
猿
ヶ
谷
古
墳
a
例
、

菊
塚
古
墳
a
例
、
南
塚
古
墳
B
例
、
江
子
田
金
環
塚
古
墳
例
が
後
期
一
段

階
で
あ
る
。
牛
石
七
号
墳
a
例
、
崇
信
寺
一
〇
号
墳
例
、
河
内
愛
宕
塚
古

墳
a
例
、
寿
命
王
塚
古
墳
b
例
、
山
津
照
神
社
古
墳
a
例
、
梶
原
D
一
号

墳
a
例
、
寛
弘
寺
七
五
号
墳
例
、
箕
田
丸
山
古
墳
例
、
藤
ノ
木
古
墳
B
例

が
後
期
二
段
階
で
あ
る
。
新
坂
　
号
旧
例
、
高
崎
二
号
墳
例
は
後
期
三
段

階
で
あ
る
。
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以
上
よ
り
、
縁
飾
付
織
物
巻
繋
は
中

　
　
　
⑥

期
七
段
階
か
ら
後
期
三
段
階
ま
で
の
金

銅
装
の
f
字
形
鏡
板
轡
や
剣
菱
形
杏
葉
、

十
字
文
楕
円
形
鏡
板
轡
や
三
葉
文
楕
円

形
杏
葉
、
鐘
形
鏡
板
轡
や
杏
葉
な
ど
の

セ
ッ
ト
に
確
認
で
き
る
。
中
に
は
、
崇

信
寺
一
〇
号
墳
の
よ
う
に
鈴
杏
葉
を
含

む
セ
ッ
ト
に
も
確
認
で
き
る
。
こ
の
時

期
に
は
、
金
銅
装
の
馬
具
の
セ
ッ
ト
以

外
に
も
、
兵
庫
鎖
立
聞
環
状
鏡
板
轡
な

ど
の
鉄
製
馬
具
の
セ
ッ
ト
も
一
定
数
存

在
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
今
の
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

縁
飾
付
織
物
巻
繋
が
確
認
で
さ
な
い
こ

と
か
ら
、
縁
飾
付
織
物
巻
繋
は
中
期
七

段
階
か
ら
後
期
三
段
階
の
金
銅
装
馬
具

と
密
接
な
関
係
の
も
と
に
採
用
さ
れ
て

い
る
と
み
て
よ
い
。

　
な
お
、
こ
こ
で
あ
げ
た
事
例
以
外
に

も
織
物
巻
の
み
が
確
認
で
き
る
事
例
と

げ
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古墳時代馬具における繋の基礎的研究（片山）

し
て
中
山
古
墳
例
、
京
都
府
物
集
女
車
塚
古
墳
a
例
（
f
字
形

鏡
板
轡
と
剣
菱
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
）
、
奈
良
県
三
里
古
墳
a
例
（
鐘

形
鏡
板
轡
と
杏
葉
の
セ
ッ
ト
）
、
兵
庫
二
三
町
田
古
墳
例
（
鐘
形
鏡

板
轡
と
杏
葉
の
セ
ッ
ト
）
、
愛
媛
県
小
竹
六
号
墳
例
（
鐘
形
鏡
板
轡

の
セ
ッ
ト
）
な
ど
が
あ
る
。
中
山
古
墳
例
が
後
期
一
段
階
、
物

陰
女
車
塚
古
墳
a
例
が
後
期
二
段
階
、
三
里
古
墳
a
例
、
三
町

田
古
墳
例
、
小
竹
六
号
墳
例
は
後
期
三
段
階
で
あ
る
。
縁
飾
は

施
さ
れ
る
場
所
や
技
法
か
ら
み
て
も
繋
全
体
の
残
存
状
況
が
良

好
で
な
け
れ
ば
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
、
後
期
一
段
階
か
ら
後
期
三
段
階
に
か
け
て
の
十
字
文
楕
円

形
鏡
板
轡
や
鈴
杏
葉
、
鐘
形
鏡
板
轡
や
杏
葉
の
セ
ッ
ト
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
多
く
も
縁
飾
の
付
い
た
織
物
巻
繋
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

（
e
）
皮
革
紐
補
助
縫
繋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
皮
革
紐
補
助
縫
繋
は
宮
崎
県
持
田
五
六
号
上
例
（
図
1
2
1
3
）
、

綿
貫
観
音
山
古
墳
A
例
、
竹
原
古
墳
b
例
（
図
1
2
1
1
）
で
確

認
で
き
る
。
持
田
五
六
号
墳
例
は
、
透
十
字
文
心
葉
形
鏡
板
轡

の
祖
型
と
三
葉
文
心
葉
形
杏
葉
の
祖
型
の
セ
ッ
ト
に
確
認
で
き

る
。
綿
貫
観
音
山
古
墳
A
例
は
十
字
文
心
葉
形
鏡
板
轡
と
透
彫

0
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醐皮革
■皮革紐
■■組紐

OO
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醐、諜纒．幡OOO
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．幣一
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心
葉
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
に
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
竹
原
古
墳
b
例
は
、
十
字
文

心
葉
形
杏
葉
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。
持
田
五
六
号
墳
例
は
後
期
二
段
階
、
綿

貫
観
音
山
古
墳
A
例
と
竹
原
古
墳
b
例
は
後
期
三
段
階
で
あ
る
。

（
f
）
組
紐
補
助
縫
繋

　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
藤
ノ
木
古
墳
A
例
（
唐
草
文
透
彫
心
葉
形
鏡
板
轡
と
棘
葉
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
、
図

12

P
2
・
4
）
で
の
み
確
認
で
き
る
。
後
期
三
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

（
g
）
別
材
巻
繋

　
石
原
稲
荷
山
古
墳
例
（
図
1
3
1
1
）
と
竹
原
古
墳
a
例
（
図
1
3
－
2
）
の
二
例

し
か
確
認
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
も
花
形
鏡
板
轡
と
花
形
杏
葉
の
系
列
の
セ
ッ

ト
で
あ
る
。
石
原
稲
荷
山
古
墳
例
、
竹
原
古
墳
a
例
と
も
後
期
三
段
階
で
あ
る
。

（
i
）
装
飾
紐
付
繋

　
装
飾
紐
付
繋
は
珠

城
山
三
号
墳
例
（
図

14

P
1
）
、
下
石
橋

愛
宕
塚
古
墳
b
例

（
図
1
4
－
3
）
、
馬
越

　
　
　
　
　
⑩

長
火
回
古
墳
例
（
図

！4

P
4
）
、
平
林
古

墳
例
（
図
1
4
1
2
）
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で
確
認
で
き
る
。
珠
城
山
三
号
墳
例
は
唐
草
文
透
彫
心
葉
形
鏡
板
轡
と
鳳
難
文
透
彫
心
葉
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
で
あ
る
。
下
石
橋
愛
宕
塚
古
墳
b

例
は
セ
ッ
ト
を
構
成
す
る
鏡
板
轡
や
杏
葉
の
種
類
は
不
明
で
あ
る
。
馬
越
長
火
塚
古
墳
例
は
轡
が
不
明
で
あ
る
が
、
前
葉
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
で

あ
る
。
平
林
古
墳
例
は
十
字
文
楕
円
形
鏡
板
轡
と
三
葉
文
心
葉
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
で
あ
る
。
珠
城
山
三
号
墳
例
と
平
林
古
墳
例
が
後
期
三
段
階
、

下
石
橋
愛
宕
塚
古
墳
b
例
と
馬
越
長
火
塚
古
墳
例
が
後
期
四
段
階
で
あ
る
。

2
　
組
　
　
緒
　
　
繋

墳時代馬具における繋の基礎的研究（片山）

（
a
）
二
畝
組
緒
繋

　
二
言
組
緒
繋
が
確
認
で
き
る
事
例
に
は
、
大
谷
古
墳
b
例
（
図
1
5
…
1
）
、
鴨
稲
荷
山
古
墳
例
（
図
1
5
i
2
）
、
千
葉
県
法
皇
塚
古
墳
a
例
（
図

15

P
5
・
6
）
、
埼
玉
県
鰻
塚
古
墳
（
図
1
5
…
8
）
の
半
球
形
繋
飾
金
旦
ハ
、
上
塩
冶
築
山
古
墳
B
例
（
図
1
5
－
3
）
、
福
岡
県
新
延
大
塚
古
墳
a
例

（
図
1
5
1
7
）
、
佐
賀
県
一
本
松
一
号
墳
例
（
図
1
5
…
4
）
、
栃
木
県
飯
塚
＝
二
号
墳
例
（
図
1
5
1
9
）
、
島
根
県
御
崎
山
古
墳
例
（
図
1
5
1
1
0
）
が
あ

る
。
図
示
し
た
以
外
で
は
、
静
岡
県
高
野
ヶ
谷
横
穴
墓
a
例
、
梶
原
D
一
号
墳
b
例
、
静
岡
県
堀
ノ
内
＝
二
号
挙
例
、
益
子
天
王
塚
古
墳
②
例

な
ど
が
あ
る
。
鏡
板
や
杏
葉
が
わ
か
る
も
の
と
し
て
は
、
鴨
稲
荷
山
古
墳
例
が
十
字
文
楕
円
形
鏡
板
轡
と
三
葉
文
楕
円
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
、
上

塩
冶
築
山
古
墳
B
例
は
透
心
葉
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
、
一
本
松
～
号
墳
例
、
掘
ノ
内
｝
三
号
墳
例
が
唐
草
文
透
彫
心
葉
形
鏡
板
轡
と
霜
風
文
透
彫

心
葉
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
、
法
皇
塚
古
墳
a
例
が
透
十
字
文
心
葉
形
鏡
板
轡
の
セ
ッ
ト
、
芋
竃
大
塚
古
墳
a
例
が
愚
管
楕
円
形
鏡
板
轡
と
格
子
文

楕
円
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
、
宇
洞
ヶ
谷
横
穴
墓
a
例
が
類
例
の
な
い
心
葉
形
鏡
板
轡
と
同
杏
葉
の
セ
ッ
ト
、
飯
塚
三
一
霊
肉
例
と
御
崎
山
古
墳
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

が
環
状
鏡
板
轡
の
セ
ッ
ト
で
あ
る
。
大
谷
古
墳
b
例
が
申
期
七
段
階
で
あ
る
。
鴨
稲
荷
山
古
墳
例
が
後
期
～
段
階
、
飯
塚
三
一
号
墳
例
が
後
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

二
段
階
、
法
皇
塚
古
墳
a
例
、
上
塩
冶
築
山
古
墳
B
例
、
御
崎
山
古
墳
例
、
宇
洞
ヶ
谷
横
穴
墓
a
例
、
梶
原
D
「
号
墳
b
例
が
後
期
三
段
階
、

冑
塚
古
墳
例
、
新
延
大
塚
古
墳
a
例
、
一
本
松
一
号
墳
例
、
堀
ノ
内
＝
二
号
無
勢
、
益
子
天
王
塚
古
墳
②
例
が
後
期
四
段
階
で
あ
る
。

　
以
上
よ
り
、
二
畝
組
緒
繋
は
中
期
七
段
階
か
ら
後
期
四
段
階
と
い
う
長
期
に
わ
た
り
存
在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
飯
塚
三
一
号
墳
例
や
御
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崎
山
古
墳
例
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
金
銅

装
、
銀
甲
の
鏡
板
轡
や
杏
葉
の
セ
ッ
ト
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
の
鉄
製
の
環
状

鏡
板
轡
を
中
心
と
す
る
セ
ッ
ト
に
お
い
て

も
、
飯
塚
三
一
号
墳
例
の
よ
う
に
、
鉄
製

の
貝
装
雲
珠
を
含
む
セ
ッ
ト
や
、
御
崎
山

古
墳
例
の
よ
う
に
、
金
銅
装
の
雲
珠
や
辻

金
具
を
含
む
セ
ッ
ト
に
採
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
鉄
製
馬
具
の

み
の
セ
ッ
ト
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

（
b
）
四
畝
組
緒
繋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
現
状
で
は
金
鈴
塚
古
墳
B
例
（
図
1
6
－

1
・
2
）
と
下
石
橋
愛
宕
町
古
墳
a
例

（
図
1
6
－
3
・
4
）
の
二
例
し
か
確
認
で

き
な
い
が
、
い
ず
れ
も
花
形
鏡
板
轡
と
杏

葉
の
セ
ッ
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
も

後
期
四
段
階
で
あ
る
。

　
　
　
　
」
◎

◎
　
③
　
◎

○　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
！

鷹
四
二
ツ
6

包
◎
　
◎

◎

・
O
・

◎

　
◎

且

2

崇　　
　
爾

晒
7

　
　
、
　
、

o一＠

傘　8
■■組緒繋

O］1一

、

、

＠〉一

◎

◎
・

◎
IgN3

1　　1

◎o

④麟
◎

O

㊨

一一 A
＠t7ti

＠

xh一．

ぼ

　
　
　
［

　
　
。
。
。

∴
薦
μ

£
－
。
。
。

　　　O　1：4　10cm

1大谷古墳b　2　鴨稲荷山古墳　3

7　新延大塚古墳a　8　冑塚古墳　9

　　　　　　　　　　　　図15

⑨葡糊 UWVIo
上塩冶築山古墳B　4　一本松一号墳　5・6　法皇塚古墳a

飯塚31号墳　10　御崎山古墳

二畝組緒繋実測図（S＝1／4）
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古墳時代馬具における繋の基礎的研究（片山）

3

繋
と
セ
ッ
ト
と
な
る
鏡
板
轡
・
杏
葉
の
傾
向

　
こ
こ
で
は
、
鏡
板
轡
と
杏
葉
の
特
定
の
系
列
と
連
結
さ
れ
た
繋
と
の
相
関

の
有
無
を
検
討
す
る
。
鏡
板
轡
と
杏
葉
の
系
列
と
連
結
さ
れ
た
繋
と
の
相
関

を
ま
と
め
た
の
が
表
一
で
あ
る
。
表
一
か
ら
、
f
字
形
鏡
板
轡
と
剣
菱
形
杏

葉
、
十
字
文
楕
円
形
鏡
板
轡
と
三
葉
文
楕
円
形
杏
葉
、
鐘
形
鏡
板
轡
と
杏
葉

な
ど
の
三
つ
の
系
列
群
か
ら
構
成
さ
れ
る
セ
ッ
ト
と
、
そ
の
他
の
鏡
板
轡
や

杏
葉
の
系
列
群
か
ら
構
成
さ
れ
る
セ
ッ
ト
と
の
間
に
は
連
結
さ
れ
た
繋
の
違

い
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
三
系
列
群
か
ら
構
成
さ
れ
る
セ
ッ

ト
に
お
い
て
は
、
縁
飾
付
織
物
巻
繋
と
の
強
い
相
関
を
示
し
て
い
る
の
に
対

し
、
そ
の
他
の
系
列
群
か
ら
構
成
さ
れ
る
セ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
、
縁
飾
付
織
物
巻
繋
を
連
結
に
用
い
た
例
は
確
認
で
き
な
い
。
ま

た
、
透
十
字
文
心
葉
形
鏡
板
轡
や
花
形
鏡
板
轡
と
杏
葉
、

ど
で
は
、
多
種
類
の
繋
が
連
結
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

採
用
す
る
三
系
列
群
と
、

系
列
群
で
あ
り
、
後
者
の
透
十
字
文
心
葉
形
鏡
板
轡
、

板
轡
と
杏
葉
、
花
形
鏡
板
轡
と
杏
葉
、

す
る
系
列
群
で
あ
る
。

　
な
お
、

tsb・@e・s　7

鋤
・r

’ノl　o
＠　一t　yewo

占　　↓

（）習＠
◎

1

鱒◎
　
○o

◎

　1・2　金鈴塚古墳B　3・4　下石橋愛宕塚古墳a

　　　図16　四三組緒繋実測図（S＝1／4）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唐
草
文
・
鳳
置
文
透
彫
心
葉
形
鏡
板
轡
と
杏
葉
の
系
列
か
ら
構
成
さ
れ
る
セ
ッ
ト
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
違
い
に
つ
い
て
ま
ず
想
定
さ
れ
る
の
は
縁
飾
付
織
物
愚
身
を
多
く

不
採
用
の
そ
の
他
の
系
列
群
の
生
産
時
期
の
違
い
で
あ
る
。
前
者
は
後
期
三
段
階
ま
で
に
生
産
・
流
通
が
盛
行
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
葉
文
心
葉
形
鏡
板
轡
と
杏
葉
、
車
懸
・
格
子
文
楕
円
形
鏡
板
轡
と
杏
葉
、
棘
葉
判
断

　
　
　
　
　
唐
草
文
・
鳳
旦
暮
透
彫
心
葉
形
鏡
板
轡
と
杏
葉
は
い
ず
れ
も
後
期
三
段
階
以
降
、
生
産
・
流
通
が
盛
行

鈴
杏
葉
は
後
期
二
段
階
ま
で
生
産
・
流
通
が
盛
行
す
る
系
列
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
含
む
セ
ッ
ト
に
は
、
同
時
期
の
そ
の
他
の
三
系
列
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群
ほ
ど
の
縁
飾
付
織
物
巻
繋
と
の

相
関
は
確
認
で
き
ず
、
素
繋
な
ど

と
の
相
関
が
確
認
で
き
る
。
同
様

に
素
繋
は
f
字
形
鏡
板
轡
や
剣
菱

形
杏
葉
と
も
相
関
が
確
認
で
き
る
。

表
1
で
は
鏡
板
轡
や
杏
葉
の
各
系

列
群
の
型
式
ご
と
の
繋
と
の
相
関

は
示
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、

f
字
形
鏡
板
轡
と
剣
菱
形
杏
葉
の

系
列
か
ら
構
成
さ
れ
る
セ
ッ
ト
に

お
い
て
は
、
申
期
六
段
階
か
ら
後

期
～
段
階
に
か
け
て
の
セ
ッ
ト
に

素
見
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
た

め
、
こ
の
系
列
に
用
い
ら
れ
る
繋

の
時
間
的
な
変
化
を
示
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
十
字
文

楕
円
形
鏡
板
轡
と
三
葉
文
楕
円
形

杏
葉
、
鐘
形
鏡
板
轡
と
杏
葉
の
系

列
か
ら
構
成
さ
れ
る
セ
ッ
ト
に
下

表1　鏡板・杏葉の各系列と繋の相関

折返繋 組緒繋　　　繋の種類

ｾ板・
ﾇ葉の系列

素 縁飾付 織物巻
織物巻
ﾌ確認

縁飾付
D物巻

皮革紐
竢楓D

組紐

竢楓D
別材巻

装飾

R付
二畝 四畝

f字形・剣菱形 22 2 5 13

十掌文楕円形・

O葉文楕円形
4 10 1 1

鐘形 1 8 5

鈴杏葉・

ｻの他鈴付馬具
6 2 1 1 1

十掌文透心葉形
ｾ板とその祇型

1 1 1 1

三古文心葉形 1 1 1

車文楕円形・

i子文楕円形
1 1 2

棘葉形 1 1

花形 2 2

透彫心葉形 1 1 1 1 2

その他の装飾

n具
2 2 1 1 3

鉄製環状鏡板轡 3 5

」　へ　旧

@計 34 R 一　4 22 31 3 2 2 5 15 2

「織物巻の確認」は織物巻繋もしくは、縁飾付織物巻繋のどちらかであると思われるが、本文中で

述べたように縁飾付織物巻繋に該当する事例が多いと思われる。

鏡板と杏葉の系列が異なる場合、また、一つのセットに異なる繋が用いられる場合（江子田金環塚

古墳例等）は重複して集計している。
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繋
が
確
認
で
き
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
系
列
が
、
f
字
形
鏡
板
轡
や
剣
菱
形
杏
葉
の
系
列
よ
り
も
遅
れ
て
出
現
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
同
様
の
分
析
は
、
今
後
、
後
期
三
段
階
以
降
に
盛
行
す
る
鏡
板
轡
と
杏
葉
に
つ
い
て
も
繋
の
確
認
事
例
が
増
え
れ
ば
詳
細
に
お
こ
な
い
う
る
。

現
状
で
は
、
後
期
三
段
階
ま
で
の
三
系
列
群
と
縁
飾
付
織
物
巻
繋
と
の
間
の
強
い
相
関
は
、
後
期
三
段
階
以
降
新
た
に
生
産
が
開
始
さ
れ
る
鏡

板
轡
・
杏
葉
と
の
間
に
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

古墳蒔代馬具における繋の基礎的研多埴（片山）

4

繋
　
の
　
消
長

　
こ
こ
ま
で
鏡
板
轡
や
杏
葉

な
ど
金
属
製
馬
具
と
の
セ
ッ

ト
に
お
け
る
繋
の
様
相
を
み

て
き
た
。
セ
ッ
ト
の
編
年
的

位
置
づ
け
に
基
づ
い
て
消
長

を
ま
と
め
た
の
が
図
！
7
で
あ

⑧る
。
参
考
ま
で
に
段
階
ご
と

の
繋
の
推
移
を
表
2
に
示
す
。

中
期
五
段
階
か
ら
中
期
六
段

階
に
か
け
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
、
素
志
の
み
し
か

確
認
で
き
な
い
。
中
期
七
段

階
に
な
る
と
縁
飾
付
繋
、
縁

表2　段階ごとの繋の推移

　　　　　　　段階

qの種類

中
期
5

中
期
6

中
期
7

後
期
1

後
期
2

後
期
3

後
期
4

終
末
1

計

二丁 6 8 2 12 3 2133

縁飾付加 2 1 ［3

織物磁区 2 1 13

織物巻の確認 1 5 8
．

｛14

折
返
繋

縁飾付織物巻軸 1 9 13 5 128

皮革紐補助縫繋 ！ 2 ii　3

組紐補助鷺山 1 旨i1

三笠三三 2 12
装飾紐付繋 2 2 ii　4

二三紐緒繋 1 1 1 5 6 ii　14組
緒
繋 四坐紐緒繋 2 12

毛皮繋 4 1 2 117

繋の確認できた各種馬具の帰属するセットの編年的位遣づ
‘ナにより套を二十

　　　　　　　段階
qの種類

中期5rl＝1期6中1蓼i　7後期1後期2後期3後期4終来1

囲血書圏囲幽門團

折
　
返
　
繋

素繋

緒?付繋

D物巻繋

緒?付織物誉繋

迥v紐補助縫繋

g紐補助縫繋

ﾎ材巻石

撫?紐付繋

囲圏國團囲閾麗闘国囲
@　　圏羅囲囲図囹圖匿囲圏麗躍躍囲囲

黶@　　　　　　　　圏

@　　　　　　　　囲

@　　　　　　　　一
組
緒
繋

二畝組緒三

l畝組緒繋

麗毛皮繋

現状で確認できる各繋の消長を示し、資料数は反映しない。
圏国…現状では確認できないが、前後の状況から存在が想定される。

　　　　　　　　　　　図17　繋の消長
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飾
付
織
物
書
誤
、
二
畝
組
緒
繋
が
出
現
す
る
。
艶
言
付
織
物
巻
繋
は
後
期
三
段
階
に
か
け
て
盛
行
す
る
。
後
期
三
段
階
以
降
に
な
る
と
繋
の
確

認
で
き
る
良
好
な
資
料
は
少
な
い
が
、
多
数
の
種
類
の
繋
が
出
現
し
、
採
用
さ
れ
て
い
る
状
況
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
よ
り
、
中

期
七
段
階
以
降
に
お
け
る
装
飾
性
を
追
加
し
た
縁
飾
付
織
物
巻
繋
の
出
現
と
、
後
期
三
段
階
以
降
の
縁
飾
付
織
物
巻
繋
の
減
少
と
あ
ら
た
な
種

類
の
繋
の
出
現
は
繋
の
変
遷
に
お
け
る
あ
ら
た
な
動
向
と
評
価
で
き
よ
う
。

①
内
由
敏
行
「
古
墳
時
代
の
轡
と
杏
葉
の
変
遷
」
（
『
，
九
六
特
別
展
黄
金
に
魅
せ

　
ら
れ
た
倭
人
た
ち
臨
、
～
九
九
六
年
）
。

②
岡
安
光
彦
「
い
わ
ゆ
る
「
素
環
の
轡
」
に
つ
い
て
1
環
状
鏡
板
付
轡
の
型
式

　
学
的
分
析
と
編
年
1
1
」
（
前
掲
）
。

③
内
山
編
年
と
田
辺
昭
三
に
よ
る
須
恵
器
編
年
と
の
お
お
よ
そ
の
対
応
関
係
を
示

　
す
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
申
期
三
段
階
が
T
K
七
三
型
式
期
、
中
期
四
・
五
段
階

　
が
T
K
二
一
六
～
T
K
二
〇
八
型
式
期
、
塁
壁
六
・
七
段
階
が
T
K
二
三
～
T
K

　
四
七
型
式
期
、
後
期
一
段
階
が
M
T
｝
五
～
T
K
｝
○
型
式
期
、
後
期
二
～
後
期

　
四
段
階
が
M
T
八
五
～
T
K
二
〇
九
型
当
期
、
終
宋
期
｝
段
階
が
飛
烏
－
期
新
相

　
に
対
応
す
る
。
田
辺
昭
三
『
須
恵
器
大
成
輪
（
【
九
八
皿
年
）
。

④
松
尾
充
晶
「
上
塩
冶
築
山
古
墳
繊
土
馬
具
の
蒔
期
と
系
譜
」
（
『
上
塩
冶
築
山
古

　
墳
の
研
究
幡
、
一
九
九
九
年
）
　
一
五
九
1
～
六
〇
頁
。

⑤
高
久
健
二
「
馬
具
」
（
『
番
塚
古
墳
』
、
　
九
九
三
年
）
一
五
九
頁
。

⑥
現
状
で
は
中
期
七
段
階
の
資
料
と
し
て
石
光
山
八
号
墳
例
が
あ
る
。
千
賀
久

　
「
石
光
山
八
号
墳
」
命
葛
城
・
石
光
山
古
墳
群
輪
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

　
調
査
報
告
第
三
一
冊
、
一
九
七
六
年
）
八
～
－
八
二
頁
。
角
山
幸
洋
「
石
光
山
八

　
号
墳
の
馬
旦
ハ
付
着
織
物
片
の
観
察
所
見
」
（
前
掲
）
。

⑦
兵
庫
鎖
立
聞
の
鉄
製
環
状
鏡
板
轡
の
セ
ッ
ト
の
う
ち
、
栃
木
県
小
野
巣
四
四
号

　
墳
、
豊
田
大
塚
古
墳
、
王
柳
窪
古
墳
な
ど
の
鉄
製
鉢
状
雲
珠
や
辻
金
具
、
無
膵
雲

　
珠
を
観
察
し
た
が
、
い
ず
れ
も
紫
黒
や
毛
皮
繋
な
ど
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑧
李
恩
碩
「
ユ
則
暑
馨
可
刈
叫
翔
（
繋
）
剛
壱
穀
望
早
」
（
前
掲
）
＝
七
1

　
二
八
頁
を
も
と
に
、
掲
載
さ
れ
た
写
真
で
判
断
し
た
。

⑨
鹿
野
吉
則
他
門
馬
具
」
（
『
斑
鳩
藤
ノ
木
古
墳
第
一
次
調
査
報
告
書
㎞
、
【
九
九

　
〇
年
）
。

⑩
岩
原
剛
・
堀
哲
郎
・
宮
原
祐
治
「
金
銅
装
馬
具
」
（
前
掲
）
。
山
田
卓
司
・
小
村

　
眞
理
「
金
銅
装
馬
具
を
科
学
す
る
」
（
前
掲
）
。

⑪
飯
塚
三
一
号
墳
例
は
二
畝
組
緒
繋
が
連
結
さ
れ
た
貝
装
八
膵
雲
珠
の
セ
ッ
ト
と

　
し
て
、
環
状
鏡
板
轡
、
三
鈴
杏
葉
が
あ
る
が
、
環
状
鏡
板
轡
は
報
告
書
作
成
段
階

　
で
所
在
は
不
明
で
あ
る
が
矩
形
の
立
聞
が
付
く
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
鈴
木
一
男

　
『
飯
塚
古
墳
群
皿
㎞
（
繕
物
編
、
小
山
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四
四
集
、
二
〇

　
〇
一
年
）
一
三
〇
頁
。
こ
こ
で
は
、
三
鈴
沓
工
や
幽
趣
雲
珠
か
ら
位
遣
づ
け
を
お

　
こ
な
っ
た
。

⑫
御
崎
山
古
墳
例
は
二
畝
組
緒
繋
が
連
結
さ
れ
た
雲
珠
や
辻
金
具
の
セ
ッ
ト
と
し

　
て
、
隅
安
編
年
皿
段
階
の
立
聞
に
昂
金
具
が
連
結
さ
れ
た
小
型
矩
形
立
聞
環
状
鏡

　
板
轡
が
出
土
し
て
い
る
。
大
谷
晃
二
川
藻
崎
山
古
墳
の
研
究
』
（
八
雲
立
つ
風
土

　
記
の
丘
研
究
紀
要
皿
、
　
一
九
九
六
年
）
二
三
－
二
四
頁
。

⑬
稲
葉
昭
智
噌
金
鈴
塚
古
墳
展
－
…
甦
る
東
国
古
墳
文
化
の
至
宝
一
㎞
、
（
二
〇

　
一
三
年
）
二
五
頁
に
よ
る
。

⑱
図
1
5
で
示
し
た
消
長
は
、
日
本
列
島
の
古
墳
時
代
馬
具
に
蕃
つ
く
も
の
で
あ
る
。

　
織
物
芯
繋
の
池
山
洞
四
四
号
男
主
郷
a
は
中
期
六
段
階
に
該
当
す
る
。
諌
早
直
人

　
噸
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
騎
馬
文
化
の
考
古
学
的
研
究
㎞
、
二
〇
一
二
年
。
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お
　
わ
　
り
　
に

古墳時代馬具における繋の基礎的研究（片山）

　
こ
こ
ま
で
の
検
討
に
よ
り
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
｝
点
目
と
し
て
は
、
日
本
列
島
で
採
用
さ
れ
た
繋
の
多
様
性
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
金
具
に
残
さ
れ
た
繋
の
観
察
に
基
づ
き
、
基
本
と
な
る
製
作
技
術
の
違
い
か
ら
、
折
返
繋
と
組
緒
繋
の
二
系
列
に
大
別
し
、
装
飾
に
よ

り
二
種
類
の
繋
を
確
認
し
た
。

　
二
点
目
と
し
て
、
後
期
二
段
階
か
ら
後
期
三
段
階
に
か
け
て
の
鏡
板
轡
や
杏
葉
の
系
列
の
変
化
と
用
い
ら
れ
た
繋
の
変
化
に
は
連
動
性
が
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

定
さ
れ
る
。
後
期
二
段
階
か
ら
後
期
三
段
階
に
か
け
て
は
、
鏡
板
轡
や
杏
葉
な
ど
に
限
ら
ず
、
新
系
列
の
鞍
や
壼
鐙
の
定
着
な
ど
、
金
属
製
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

具
の
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
変
化
の
歴
史
的
背
景
は
、
生
産
と
流
通
体
制
の
変
化
、
舶
載
品
ラ
ッ
シ
ュ
以
後
の
馬
旦
ハ
の
系
譜
の
混
交
、

装
飾
馬
具
に
担
わ
さ
れ
た
機
能
の
変
化
の
三
つ
の
側
面
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
繋
の
資
料
的
特
質
は
以
下
の
よ
う
な
可
能
性
を
も
つ
。
ま
ず
、
繋
の
装
飾
馬
具
と
し
て
の
一
面
性
が
確
認
で
き
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
金

属
製
馬
具
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
大
き
さ
や
色
調
の
変
化
と
、
繋
と
そ
れ
ら
と
の
連
動
性
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
繋
に
は
し

ば
し
ば
織
物
や
漆
な
ど
の
有
機
質
製
品
が
用
い
ら
れ
る
た
め
、
金
属
以
外
の
色
調
や
質
感
が
ど
の
よ
う
に
装
飾
早
旦
ハ
の
変
化
と
関
係
し
て
い
る

か
と
い
う
新
し
い
視
点
で
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
馬
具
の
系
譜
の
問
題
と
、
朝
鮮
半
島
な
ど
の
馬
具
の
系
列
が
列
島
内
で
模

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

倣
生
産
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
千
賀
に
よ
り
こ
の
視
点
の
研
究
は
先
鞭
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
繋
の
連
結

方
法
や
吊
金
具
と
繋
の
種
類
と
の
相
関
の
有
無
の
検
討
に
よ
り
、
詳
細
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
各
系
列
の
鏡
板
轡
や
杏

葉
、
雲
珠
や
辻
金
具
の
生
産
が
ど
の
よ
う
な
関
係
の
も
と
に
行
わ
れ
、
セ
ッ
ト
が
構
成
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
を

加
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
繋
は
個
々
の
馬
具
を
連
結
す
る
馬
具
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鏡
板
轡
や
杏
葉
、
雲
珠
や
辻
金
具
と
の
相
関
関
係
を

通
時
的
、
共
時
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
馬
具
の
セ
ッ
ト
が
ど
の
よ
う
な
背
景
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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①
内
山
敏
行
「
馬
具
」
（
『
認
葬
品
の
型
式
と
編
年
撫
古
墳
時
代
の
考
古
学
四
、
二

　
〇
一
三
年
）
【
二
五
1
；
　
五
頁
。

②
内
山
敏
行
「
装
飾
付
武
器
・
馬
具
の
受
容
と
展
開
」
（
『
馬
越
長
筆
塚
古
墳
群
輪
、

　
工
○
｝
二
年
〉
。

③
千
賀
久
「
馬
具
に
使
用
さ
れ
た
革
帯
　
藤
ノ
木
古
墳
金
銅
製
馬
具
の
特
殊
性

　
1
」
（
前
掲
）
。

門
謝
辞
】
本
稿
は
二
〇
一
四
年
一
月
に
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
提
出
し
た

修
士
論
文
を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
修
士
論
文
の
作
成
に
あ
た
り
、
上
原
真
人

先
生
、
吉
井
秀
夫
先
生
に
懇
切
な
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
諌
早
直
人
氏
に
は
B
頃
か
ら

ご
教
示
、
ご
助
言
を
賜
っ
て
い
る
。
繋
の
研
究
に
つ
い
て
は
李
恩
黒
氏
に
、
縁
飾
の

研
究
に
つ
い
て
は
小
村
眞
理
氏
か
ら
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
口
頸
発
表
に
お
い
て
、
上

野
祥
史
氏
、
内
山
敏
行
氏
、
田
中
裕
氏
、
中
村
潤
子
氏
、
古
川
匠
氏
よ
り
ご
教
示
・

ご
指
摘
を
賜
っ
た
。

資
料
見
学
な
ど
に
あ
た
り
、
左
記
の
方
々
・
機
関
か
ら
多
大
な
ご
配
慮
を
賜
っ
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
敬
称
略
、
五
十
音
順
）
秋
山
隆
雄
　
阿
刀
弘
史

安
部
百
合
子
　
荒
井
世
志
紀
　
麓
川
並
　
有
井
宏
子
　
猪
狩
俊
哉
　
池
谷
初
恵
　
市

田
佳
奈
子
　
市
元
塁
　
柵
μ
藤
美
鈴
　
稲
葉
昭
智
　
井
村
広
巳
　
岩
崎
し
の
ぶ
　
岩
原

剛
　
岩
本
克
昌
　
内
田
真
雄
　
梅
本
康
弘
　
大
熊
茂
弘
　
太
田
正
和
　
大
坪
州
一
郎

大
野
究
　
大
森
信
宏
　
岡
本
晃
明
　
副
本
一
秀
　
奥
処
和
則
　
押
切
智
紀
　
尾
島
忠

信
　
小
村
眞
理
　
香
耀
愼
　
　
加
駕
崇
　
樫
村
友
延
　
片
平
雅
俊
　
加
藤
和
歳
　
金

澤
雄
大
　
河
合
修
　
河
野
一
隆
　
川
又
隆
～
郎
　
岸
本
裕
子
　
北
島
恵
介
　
木
封
和

紀
　
城
門
義
概
　
木
原
光
　
木
許
守
　
具
知
慧
　
倉
地
啓
仁
　
小
池
浩
平
　
小
泉
裕

司
　
古
田
憲
浩
　
小
林
健
二
　
管
簾
史
朗
　
佐
伯
英
樹
　
佐
伯
純
也
　
佐
伯
昌
俊

阪
口
英
毅
　
坂
田
崇
　
坂
本
豊
治
　
坂
元
皿
盛
　
佐
藤
隆
　
篠
宮
正
　
下
高
瑞
哉

島
孝
寿
　
清
水
篤
　
白
石
華
子
　
進
発
真
之
　
鈴
木
【
男
　
鈴
木
敏
期
　
杉
本
和
江

住
吉
茂
樹
　
清
喜
裕
二
　
高
木
書
生
　
高
島
好
一
　
商
橋
信
一
　
高
畑
冨
子
　
高
見

哲
士
　
田
上
勇
一
郎
　
高
田
健
一
　
高
屋
茂
男
　
田
口
一
郎
　
田
申
祐
樹
　
千
葉
隆

司
　
辻
田
淳
一
郎
　
土
鷹
隆
史
　
寺
嶋
昭
洋
　
徳
網
克
己
　
永
江
寿
夫
　
中
門
亮
太

中
島
軽
艇
　
中
島
雄
一
一
永
田
稲
藁
　
中
西
克
宏
　
中
野
知
幸
　
中
村
大
介
　
中
山

愉
希
江
　
名
倉
聡
　
西
村
美
幸
　
西
本
安
秀
　
如
法
寺
慶
大
　
初
村
斌
寛
　
花
谷
浩

濱
口
英
之
　
原
田
保
則
　
坂
靖
　
樋
口
め
ぐ
み
　
福
山
博
章
　
兵
頭
勲
　
平
山
誠
【

藤
井
太
郎
　
藤
田
浩
明
　
古
谷
毅
　
細
野
欽
也
　
前
原
豊
　
益
田
雅
司
　
松
浦
暢
昌

松
尾
尚
哉
　
松
尾
佳
子
　
松
下
善
和
　
松
田
朝
曲
　
松
本
太
郎
　
三
浦
和
信
　
水
村

伸
行
　
三
谷
光
明
　
三
宅
正
浩
　
宮
崎
雅
充
　
宮
本
一
夫
　
宮
本
佳
典
　
村
上
由
美

子
　
森
鴫
秀
　
　
森
村
健
一
　
森
本
徹
　
矢
口
翔
馬
　
御
世
萩
　
山
口
博
之
　
山
口

裕
平
　
山
中
英
彦
　
山
本
一
伸
　
横
須
賀
倫
達
　
吉
澤
則
男
　
李
在
換
　
渡
蓬
武
文

赤
磐
市
教
育
員
会
　
朝
来
市
教
育
委
員
会
　
伊
賀
市
教
育
委
員
会
　
伊
豆
の
二
布
教

育
委
員
会
　
市
原
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
　
市
立
市
川
考
古
博
物
館
　
伊
都

国
歴
史
博
物
館
　
今
城
塚
古
代
歴
史
館
　
い
わ
き
市
教
育
委
員
会
　
い
わ
き
市
教
育

文
化
事
業
団
　
磐
田
市
教
育
委
員
会
　
宇
治
市
都
市
整
備
部
　
宇
美
町
教
育
委
員
会

愛
媛
県
歴
史
博
物
館
　
大
川
広
域
行
政
組
合
　
大
阪
府
教
育
委
員
会
　
大
阪
府
立
近

つ
飛
鳥
博
物
館
　
大
阪
文
化
財
研
究
所
　
罵
山
県
古
代
古
億
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
小

城
市
教
育
委
員
会
　
小
山
市
教
育
委
日
中
　
御
前
崎
市
教
育
委
員
会
　
各
務
原
市
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
掛
川
市
教
育
委
員
会
　
掴
古
川
市
教
育
委
員
会
　
か
す
み
が

う
ら
粛
文
化
課
　
香
取
市
教
育
委
員
会
　
木
更
津
市
郷
土
博
物
館
金
の
す
ず
　
木
津

川
市
教
育
委
員
会
　
九
州
国
立
博
物
館
　
九
州
大
学
考
古
学
研
究
室
　
九
州
歴
史
資

料
館
　
京
都
大
学
総
合
博
物
館
　
宮
内
庁
書
陵
部
　
鞍
手
町
教
育
委
員
会
　
群
馬
県

立
歴
史
博
物
館
　
桂
川
町
教
育
委
員
会
　
慶
北
大
學
校
博
物
館
　
神
戸
市
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
　
広
陵
町
教
育
委
員
会
　
國
耳
垂
高
等
学
校
　
御
所
市
教
育
委
員
会

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
　
堺
市
立
泉
北
す
え
む
ら
資
料
館
　
山
武
宙
教
育

委
員
会
　
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
　
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
島
根

県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
　
島
根
県
立
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
　
城
陽
市
教
育
委

員
会
　
吹
田
市
教
育
委
員
会
　
杉
戸
町
教
育
委
員
会
　
善
通
寺
市
教
育
委
員
会
　
高
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崎
市
教
育
委
員
会
　
高
島
市
教
育
委
員
会
　
武
雄
市
教
育
委
員
会
　
千
葉
県
立
中
央

博
物
館
　
鳥
栖
市
教
育
委
員
会
　
栃
木
県
立
博
物
館
　
栃
木
市
教
育
委
員
会
　
鳥
取

市
教
育
委
員
会
　
豊
田
市
教
育
委
員
会
　
豊
橋
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
長
岡
京
市
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
　
奈
良
国
立
博

物
館
　
南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
　
難
詰
市
教
育
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AFundamental　Study　of　H：orse　Straps，　Gα∫繋，

　　　　in　the　Middle　and　Late　Kofun　Period

by

KATAYAMA　Kentaro

　　During　the　Kofun　period，　a　culture　of　horse　rlding　was　adopted　by　elites．

We　caR　recognize　this　phenomenon　from　horse　trappings　found　ln　feofun

burial　mounds；　however，　we　can　fiRd　only　fragments　of　such　horse　trappings

due　to　corrosion．

　　Horse　trappings　comprise　fragments　of　cheek　bits，　strap　unions，　saddles，

stirrups，　crupper　strap　unions，　and　pendants．　lf　we　equip　a　horse　with　these

parts，　we　must　join　them　wi出many　straps．　These　straps，　known　as　gai繋，

are　important　in　equipping　a　horse　with　various　horse－related　ornaments．

However，　iR　maRy　excavations　that　found　traces　of　horse　trappings，

corrosion　and　deterioration　have　ieft　such　straps　barely　recognizable．　ln

recent　years，　archaeological　observatlons　have　paid　iRcreasing　attention　to

these　little　pieces　of　evidence　that　comprise　metai　parts，　and　we　can　now

find　ciues　that　allow　us　to　recoRstruct　both　the　techniques　and　materials

that　were　used　for　horse　straps　during　the　Kofun　period．　However，　such

studies　are　sparse　and　few　at　present．

　　This　paper　establishes　a　chronology　and　a　means　for　the　classification　of

horse　straps．　First，　1　examined　the　techniques　and　materlals　that　were　used

for　rnaking　horse　straps．　By　exarnining　many　cheek　plates，　strap　unions，

crupper　strap照ions，　and　pendants，工was　able　to　classify　the　two　basic

techniques　used　for　making　horse　straps．　One　was　through　a　doubie　layering

technique，　and　the　other　was　through　braiding．　ln　the　case　of　double

layering，　many　supplemental　decorative　techniques　were　used　such　as，

textile　wrapping，　rim　decoration　with　stiches，　suppiementary　stitching，

wrappings　with　unidentified　materials，　and　the　attaching　of　decorated

strings．

　　Second，　1　classified　the　horse　straps　into　12　types　by　identifying　differeRt

techniques　and　materials　used．　1　further　classified　the　doubie　layering

technique　into　nine　types：　Rormal，　textile　core，　stitched，　textile　wrapped，

stitched　and　textile　wrapped，　ieather　stitched　strings，　braided　stitched

（　844　）



strings，　straps　wrapped　with　unknown　material，　and　those　with　decorative

strings　attached．　Next，　1　classified　the　braiding　of　straps　into　two　types　：　two－

ribbed　braided　straps　and　four－ribbed　braided　straps．

　　Third，　1　examined　these　various　types　of　horse　straps　and　identified　which

types　of　trapplngs　they　were　joined　to．　This　included　cheelc　plates，　strap

unions，　crupper　strap　uRions，　and　pendants．　The　normal　type　was　used　from

tke　5th　stage　of　the　Middle　Kofun　period　to　the　ISt　stage　of　the　Final　Kofun

period．　lt　was　found　that　they　were　joiRed　to　maRy　types　of　cheek　plates　or

pendants．　For　example，　they　were　attached　to　f－shaped　cheek　plates，　sword－

shaped　pendants，　bells　with　pendants，　palmette　and　phoenix－motif，　heart－

shaped　cheek　plates　and　pendants，　aRd　simpie　circular　iron　cheek　plates．　The

stitched　type　was　confirmed　in　three　locations，　such　as　the　Kami－

Eityatsukiyama　Kofun上塩冶築1！1古墳A．　The　textile－wrapped　type　was　also

confirmed　in　three　locations，　such　as　Bakuya　Kofun牧野古墳A．　Stitched　and

textiie－wrapped　types　were，　however，　confirmed　in　many　locations．　These

were　used　from　7th　stage　of　the　Mjddle　to　3rd　stage　of　the　Late　Kofun　period，

and　they　were　joined　to　f－shaped　cheek　plates，　sword－shaped　pendants，　cross－

motif　oval　cheek　plates，　three－leaf　oval　pendants，　bell－shaped　cheek　plates，

and　bell－shaped　pendants．　Leather－stitched　strings　were　confirmed　in　three

locations，　such　as　Takehara　K：ofun竹原古墳b．　Braided－stitched　strings　types

were　confirmed　on至y圭n　Fujinoki　K：ofun藤ノ木古墳A．　Meanwhile，　string－

wrapped　with　an　unidentified　material　type　was　confirmed　in　Takehara

Kofun竹原右墳a．　Decorative　string・attachment　types　were　confirmed　in

Tamakiyama　No．3tumuius珠城山3号墳etc．　This　type　was　used　during
the　3rd　and　4th　stages　of　the　Late　Kofun　period．

　　On　the　other　hand，　two－ribbed　braided　straps　were　confirmed　in　many

locations．　For　example，　in　the　case　of　K：amo－lnariyama　K：ofun鴨稲荷山古墳，　it

is　possible　to　recognize　cross－motif　oval　cheek　plates　and　three－leaf　ova｝

pendants．　In　other　cases　such　as　that　of　Ipponmatsu　No．　l　tumulus一本松1

号墳，the　straps　were　joined　to　phoenix　motif　heart－shaped　cheek　plates　and

pendants．　The　two－ribbed　braided　strap　was　used　from　the　7th　stage　of　the

Middle　until　the　4‘h　stage　of　the　Late　4　Kofun　period．　Four－ribbed　braided

straps　were　confirmed　in　two　locations，　Kinreizuka　Kofun金鈴塚古墳B，　and

Shimo－lshibashi　Atagozuka　K：ofuR下石橋愛宕塚古墳a．　In　both　cases，　four－

ribbed　braided　straps　were　connected　to　flower－shaped　cheek　plates　and

pendants．　Both　cases　belong　to　the　4th　stage　of　the　Late　Kofun　period．

Fourth，　1　examined　the　use　of　horse　straps　based　on　the　result　of　these

analyses．　By　engaging　in　such　examinations，　1　suggested　that　the　three　main
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types　of　cheek　plates　and　pendants，　f－shaped　cheek　plates，　sword－shaped

pendants，　cross－motif　oval　cheek　plates，　three－leaf　oval　pendants，　bell－shaped

cheek　piates，　and　beli－shaped　pendants，　tended　to　be　joined　by　stitched　and

textile　wrapped　straps．　Various　cheek　p｝ates　and　pendants，　which　were

adopted　from　the　3rd　stage　of　the　Late　Kofun　period，　tended　to　be　joined　by

many　types　of　straps．

1　therefore　concluded　that　the　change　in　strap　types，　which　were　used　to

join　cheek　plates　and　pendants，　was　linked　to　changes　in　maRy　other　metal

parts　such　as　cheek　bits，　strap　unions，　crupper　strap　unions，　and　pendants．

Furthermore，　1　concluded　that　the　historicai　background　of　this　change

involved　three　causes：　1）　the　changes　ln　the　systems　of　horse　trapping

production　and　distribution，　2）　the　mixture　with　many　new　types　of

imported　parts，　and　3）　the　changes　in　the　symbolic　systems　supported　by

decorated　horse　£rappings．

Joseon－Japan　Relations　as　lnformed　by　JoseoR　Missions

　　　　　　　　　　　　　　　to　Ming　and　Qing　China

by

CHENG　Yongchao

　　Joseon　missions　to　Japan（Ko．ノbseon：Tongsinsa）were　goodwill　missions

sent　intermittently　by　Joseon　Dynasty　Korea　at　the　request　of　the　Japanese

baleufu　authorities．　During　the　Edo　period，　these　missions　were　dispatched　to

the　Toliugawa　shogunate　12　times　between　1607　and　1811．　The　JoseoR

Dynasty　was　during　this　period　a　vassal　state　of　Ming　China　before　1637，

and　then　of　Qlng　China　after　163Z

　　In　consideration　of　the　early－modern　diplomatic　principie　in　East　Asia　that

“the　minister　of　a　prince　had　no　intercourse　outside　his　own　state”　（Ch．　Ren

chen　21ze　wztωαガ卿。人臣割句外交），　the　Joseon　Dynasty，　as　a　vassal　state，

should　have　been　prohibited　from　building　any　diplomatic　relationship　with

Tokugawa　Japan　without　the　permission　of　the　suzerain．　Nonetheless，　there

has　been　little　research　on　the　whether　and　how　the　suzerain－vassal

relatioBship　between　Mlng　and　Qing　ChiRa　and　Joseon　Korea　lmpacted　the

relationship　between　Joseon　Korea　and　Japan，　not　to　mention　the　impact　on
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